て れ も い い 


ふら り 長 崎 


長崎 市 新幹線 開業 アク ショ ンプ ラン 


は じ め に 


九州 新幹線 西 九州 ルー ト ( 武 雄 温 泉 - 長崎 
間 ) が 、2022 年 秋 に 開業 し ます 。 

西 九州 ルー ト の 開業 に より 、 博 多 - 長崎 間 
は 最速 で 、 現 行 よ り 約 28 分 短縮 の 約 1 時 間 20 分 
で 結ば れる こと と な り 、 観 光 客 や ビジ ネス 客 の 
増加 と いっ た 交流 人 口 の 拡大 な ど に より 、 地 域 
経済 の 活性 化 が 図ら れる も の と 期待 され ます 。 

この た び 、 長崎 市 で は 「 交 流 の 産業 化 」 に よ 
る 長崎 食 生 の 取組 み と 連 携 を 図り な が ら 、 こ の 
開業 効果 を 最大 化す る た め 「 長 崎 市 新幹線 開業 
デア クシ ジョ ンプ ラン 」 を 表 思 し まし た 。 

アク ショ ンプ ラン の 策定 に あたっ て は 、 長 崎 県 の アク ショ ンプ ラン と 連動 し 、 
「 市 民 の 気運 醸成 」、「 誘 客 促進 」、「 市 内 各地 へ の 周遊 促進 」、「 訪 問 客 の 満 
足 度 向上 」 及び 「 産 業 の 振興 」 の 5 つの 方 向 性 に 沿い な が ら 、 長 崎 県 や 沿線 市 と 
の 連携 ・ 役 割 分 担 の みな ら ず 、 相乗 効 果 を 高め る 民間 の 取組 み に つ いて も 、 経済 
界 や 関係 団体 等 と の 協議 を 踏ま え 盛り 込み まし た 。 

まち な か の 魅 力 を 向上 させ 回 遊 性 を 高め る 「 ま ち ぶ ら プ ロジ ェクト 」 など 、 こ 
れ ま で 総 続 的 に 進め て きた まち づく り の 取組 み と 連 動 す る と と も に 、 陸 の 玄関 
ロロ と し て の 長崎 駅 周辺 の ハー ド 整 備 や 新幹線 で 訪れ る 方 に 快適 に 滞在 いた だ く 
た め の 仕組 み づ く り 、 お も て な し の 向上 な ど 多 岐 に わた る 取組 み を 、 官民 一 体 と 
な っ て 推進 し ます 。 

西 九州 ルー ト の 開業 当初 は 、 武 雄 温泉 駅 で の 対面 乗換 方 式 に よる 暫定 開業 と 
な り ま す が 、 引き 続き 、 全線 フ ル 規 格 の 実現 に 向け 、 長崎 県 や 沿線 市 と も 連携 を 
図り な が ら 、 取 り 組 ん で いき た いと 考え て いま す 。 

アク ショ ンプ ラン の 取組 み に つ いて は 、 進捗 管理 に 努め る と と も に 、 今 後 の 状 
況 の 変化 に 対応 し て いく た め 、 必 要 に 応じ 内 容 を 見 直し て いく こと と し て お り 
ます 。 西 九州 ルー ト の 整備 方 針 の 検討 状況 等 を 踏ま え 、 関係 各位 と の 協議 を 継続 
し て まい り た いと 思い ます の で 、 引 き 続 き ご 協 力 を お 願い いた し ます 。 

結び に 、 ア クシ ョ ンプ ラン の 策定 に あたり 、 貴重 な ご 意見 、 ご 協力 を 賜り まし 
た 関係 各位 に 、 厚 く お 礼 を 申し 上 げ ま す 。 


令 和 3 年 3 月 25 日 


長崎 市 評 \ も 7 と に 多 。 


九州 新幹線 西 九 州 ル ー ト の 概要 及び 開業 効果 


進化 する 長崎 の まち 


アク ショ ンプ ラン 策定 の 趣旨 と 基本 方 針 


アク ショ ンプ ラン の 体系 と 取組 み 


基本 方 針 A 市 民 の 気運 醸成 
市 民 み ん な で 2022 年 度 開業 を 盛り 上 げ よ う ! 


基本 方 針 B 誘客 促進 
ー た くさ ん の 人 に 長崎 市 に 来 て も ら お う !- 


基本 方 針 C 市 内 各地 へ の 周遊 促進 
て 便利 に 周遊 し し も ら お う ! 一 


基本 方 針 D 訪問 客 の 満足 度 向上 
ーー 楽し い 時 間 を 過ごし て も ら お う ! 


基本 方 針 E 産業 の 振興 
ー ビ ジ ネス の 拡大 に つなげ よう !… 


由 作 」 


固 卓 
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Il め 
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第 1 章 
九州 新幹線 西 九 州 ル ー ト の 概要 及び 開業 効果 


整備 新 土 線 


整備 新幹線 と は 「 全 国 新幹線 鉄道 整備 法 」 に 基づく 昭和 48 年 の 「 整 備 計画 ] に より 整備 が 行わ れ て いる 


以下 の 5 路線 の こと を 指し ます 。 


盛岡 - 青森 間 
東北 新幹線 2010 年 に 全線 開業 


福岡 - 鹿児島 問 
川 届 日 ee 
九州 新幹線 (鹿児島 ルー ト ) 2011 年 に 全線 開業 


8 国土 交 通 省 


整備 新幹線 と は 、「 全 国 新 幹線 鉄道 整備 法 」 に 基づく 昭和 48 年 (1973 年 ) 
の 「 整 備 計画 」 に より 整備 が 行わ れ て いる 以下 の 5 路線 の こと を いう 。 


北海 道 新幹線 青森 ・ 札 幌 間 北海 道 新幹線 


東北 新幹線 盛岡 - 青森 間 
新 函 館 北斗 ・ 札 幌 間 〈212kn〉 
北陸 新幹線 東京 大 阪 間 令 和 12 年 (2030 年 ) 度 末 完 成 予定 
九州 新幹線 (鹿児島 ルー ト ) 福岡 - 鹿児島 間 
九州 新幹線 ( 西 九州 ルー ト ) 福岡 - 長崎 間 


〇 その 主たる 区 間 を 列車 が 時 速 200km 以 上 の 高速 で 走行 で きる 幹線 鉄道 。 
〇 ( 独 ) 鉄 道 建設 * 運 輸 施設 整備 支援 機構 が 建設 * 保 有 し 、 営 業 主体 (JR) に 
対し 施設 を 貸付 け ( 上 下 分 離 方 式 ) 。 


金沢 ・ 教 賀 問 113kmy 
】 


| 
0 
九州 新 暫 令 和 4 年 (2022 年) 度 未完 成 予 
( 西 九州 ルー ト ) 


武雄 温泉 ・ 長 崎 間 9 


令 和 4 年 (2022 年 ) 度 完成 予定 
(可能 な 限り 前 倒し ) 


5 整備 計画 路線 (開業 区 間 ) 
ee 整備 計画 路線 (建設 中 区 間 ) 
品川 ・ 名 古屋 間 〈286km) mamammm 数 太 計 画 路線 ( 未 着工 区 間 ) 


令 和 9 年 (2027 年 ) 完 成 予定 mrrrrrrrr 中 央 新幹線 
最大 8 年 間 完成 前 倒し 予定 
ーー 基本 計画 路線 


上 
中 央 新幹線 ミニ 新幹線 


: 国 土 交通 省 「 整 備 新幹線 概要 図 」) 


名 古屋 ・ 大 阪 間 
令 和 27 年 2045 年) から 


と 
和 
上 

\ 

図 


九州 新幹線 西 九 州 ル ー ト の 概要 


九州 新幹線 西 九 州 ル ー ト は 、 西 九州 地域 の 産業 振興 や 交流 人 口 の 拡大 、 活 性 化 等 に つなが る 重要 な 交 
通 基盤 で す 。 長 崎 一 博多 間 の 約 143km を 結び 、 こ の 内 、 長 崎 一 武雄 温泉 間 の 約 66km を フル 規格 に より 整 
備 を 進め 、2022 年 度 に 武雄 温泉 駅 で の 対面 乗換 方 式 で 暫定 開業 する 予定 と な っ て いま す 。 


博多 一 新 鳥 栖 
約 26km 


フル 規格 


駅 ホー ム 
在 来 線 特急 


対面 乗換 と は 、 新 幹線 と 在 来 線 特急 を 
同じ ホー ム で 乗り 換え る こと で す 。 


武雄 温泉 一 長崎 
約 66km 


フル 規格 


(提供 : 長 崎 新幹線 ・ 鉄 道 利用 促進 協議 会 ) 


九州 新幹線 西 九 州 ル ー ト の 開業 効果 


新幹線 開業 に より 、 福 岡 、 中 国 ・ 関 西 地方 と 長崎 間 の 所 要 時 間 の 短縮 や 交流 人 口 の 拡大 に よる 地域 活 
性 化 等 が 期待 され 、 そ の 効果 は 西 九州 地域 の 広範 囲 に 及ぶ も の と 考え られ ます 。 な お 、 鉄 道 利用 の 割合 が 
多い 、300 一 700km 圏 内 に は 中 国 ・ 関 西 地方 が 位置 し て いま す 。 

2004 年 に 部 分 開業 ( 新 八 代 一 鹿児島 中 央 間 ) し た 九州 新幹線 鹿児島 シート に お いて は 、 部 分 開業 後 の 当 
該 区 間 に お ける 鉄道 利用 者 が 約 2.2 倍 と 大 きく 伸び て いま す 。 

この よう な こと か ら 長 崎 市 に お いて も 、 時 間 短縮 効果 に 伴う 通勤 通学 の 利便 性 向上 に よる 定住 人 口 の 
拡大 、 交 流 人 口 の 拡大 に よる 観光 振興 や ビジ ネス の 拡大 な ど 、 新 幹線 開業 の 効果 は 大 きい も の と 期待 さ 
れ ま す 。 


タ 


@ 時 間 短 縮 効果 長崎 一 博多 の 所 要 時 間 ( 最 速 ) 


222 約 51 分 


-* ぉ トーーーーーー ド ベー 


ミニ ーーーーー 89 約 1 時 間 20 分 


) % 
7 前 


4 
』 


を 


ーー 1 時 間 50 分 5 た 
、 (平均 : 約 2 時 間 ) 4 
2 


鉛 本 
(提供 : 長 崎 新幹線 ・ 鉄 道 利用 促進 協議 会 ) ー 7 
長崎 


近 距 離 帯 


300km 1 
700km 


※ 鉄 道 距離 で は 、 長 崎 一 新 大 阪 間 は 776km 


0% 20% 40% 60% 80% 100% 
全 距 離 帯 に 
占め る 割合 
ン 100km 未 満 23% 
100km200 未 満 10.1 FyAi 45% 
200km300 未 満 16.3 80.4 12% 
500km700 未 満 12.4 69.1 15.3 5% 


幹線 旅客 船 皇 幹線 バス 目 乗 用 車 等 
( 国 二 交 通 省 第 5 回 全国 幹線 旅客 純 流動 調査 


九州 新幹線 鹿児島 ルー ト の 事例 


九州 新幹線 鹿児島 シー ト は 2004 年 に 南側 区 間 で 暫定 開業 し 、 全 線 開業 し た 2011 年 まで 、 対 面 乗 換 方 式 
(九州 新幹線 西 九 州 ル ー ト と 同様 ) で 採用 され まし た 。 


@ 所 要 時 間 の 変化 
新幹線 開業 前 後 の 博多 鹿 児島 中 央 間 の 所 要 時 間 の 変化 は 次 の と お り で す 。 


所 要 時 間 :3 時 間 40 分 


所 要 時 間 :2 時 間 12 分 ーーーーーーーー ナ 
約 90 分 
短縮 


九州 新幹線 ( 新 八代 ・ 鹿 児島 中 央 ) 事 業 に 関す る 事後 評価 報告 書 (平成 21 年 3 月 鉄道 ・ 運 輸 機構 ) 


@ 鉄道 の 輸送 量 の 変化 
新幹線 開業 前 後 の 新 八代 鹿児島 中 央 間 の 輸送 人 員 の 変化 


開業 1 年 目 は 
対 前 年 比 225% 
増加 し て いま す 。 


平成 15 年 平成 16 年 平成 1 年 

3.900 人 / 日 8.800 人 / 日 9200 人 / 日 
(人 / 日 ) 9,400 
10,000 


6.000 凡 


4000 崩 


2.000 旨 


開業 前 


九州 新幹線 ( 新 八代 ・ 鹿 児島 中 央 ) 事 業 に 関す る 事後 評価 報告 書 (平成 21 年 3 月 鉄道 ・ 運 輸 機構 ) 


@ 滞在 可能 時 間 の 増加 

博多 駅 発 の 鹿児島 中 央 駅 で の 滞在 可能 時 間 は 約 8 時 間 30 分 か ら 約 12 時 間 40 分 ( 約 4 時 間 10 分 の 増加 ) と 大 幅 に 増 
加 し て いま す 。 

また 、 鹿 児島 中 央 駅 発 の 博多 駅 で の 滞在 可能 時 間 も 約 9 時 間 50 分 か ら 約 12 時 間 30 分 ( 約 2 時 間 40 分 の 増加 ) と 大 幅 
に 増加 し て いま す 。 


多 
ーー 博多 駅 発 の 
6:57 10:53 19:25 23:24 [日 8 
博多 発 西 鹿児島 着 西 鹿児島 発 博多 着 本 
開業 前 較 西 鹿児島 駅 滞在 時 間 7 市 仕 時 昌 
時 間 32 分 


開業 後 URINRNRGIE | 約 4 時 間 10 分 増加 


6:00 8:33 21:17 23:56 
博多 発 鹿児島 中 央 着 鹿児島 中 央 発 博多 着 
日 
鹿児島 中 央 駅 発 鹿児島 中 央 駅 発 の 
6:25 10:15 20:05 23:45 レン 
西 鹿児島 発 博多 着 博多 発 ” 西 鹿児島 着 博多 駅 


滞在 時 間 


aT 博多 駅 滞在 時 間 
開業 前 9 時 間 50 分 MI 
開業 後 電 多 駅 油 在 時 間 | 約 2 時 間 40 分 増加 


6:00 8:41 21:10 23:40 
鹿児島 中 央 発 博多 着 博多 発 鹿児島 中 央 着 
九州 新幹線 ( 新 八 代 ・ 鹿 児島 中 央 事業 に 関す る 事後 評価 報告 書 (平成 21 年 3 月 鉄道 運輸 機構) 


通勤 通学 へ の 影響 

九州 新幹線 の 開業 に より 、 所 要 時 間 が 短縮 され た こと 等 に より 、 出 水 市 、 薩 摩 川内 市 か ら 鹿児島 市 等 の 都市 へ の 
通勤 ・ 通 学 で の 鉄道 利用 が 大 幅 に 増加 し 、2 年 目 以降 も 増加 傾向 が 続い て いま す 。 開 業 3 年 目 (H19.1.31) の 定期 利用 者 
は 約 1.100 人 / 日 と 開業 前 の 約 11 倍 と な っ て いま す 。 


(人 ) 約 1.2 倍 


1.000 時 


800 


0 1 1 
(H16.1.31) 人 隊 5 (3 人 8 
軒 新 水俣 一 熊本 17 28 33 41 
旨 新 水俣 一 新 八 代 13 30 40 49 (資料 ) 
時 出水 一 川内 3 35 50 58 JR 九州 公表 資料 
出水 鹿児島 中 央 14 160 277 328 を 基 に 作成 
目 川 内 一 鹿児島 中 央 46 263 390 430 ※ 人 数 は 定期 乗 
上 そ の 他 6 77 114 156 車券 を 保有 し て 
定期 合計 99 593 904 1.062 いる 人 数 で ある 。 
九州 新幹線 ( 新 八代 ・ 鹿 児島 中 央 ) 事 業 に 関す る 事後 評価 報告 書 (平成 21 年 3 月 鉄道 ・ 運 輸 機 構 ) 


@ 人 的 交流 の 活発 化 
新幹線 整備 に よる 利便 性 向上 に より 、 旅 行 目的 地 が 広がり 、 人 的 交流 の 活発 化 に 寄与 し て いる と 考え られ ます 。 


軒 そ う 思 う どちら か と 言え ば そう 思う 分から な い どちら か と 言え ば そう 思わ な い 画 そ う 思 わな い 

鹿児島 市 23% 。 。 目 男 男 | N- 249 
ん | 導 訂 川内 市 | 7 ox 上 還 症 | い ー430 | 
N| 出水 市 | 王 還 還 昌 昌 昌 昌 間 間 間 間 E73 間 4226 

幹 | 水俣 市 ・ 芦 北郡 31% | 目 皿 画 還 還 較 | N- 97 
= ー~…ーc0 号 康 二 25% 。 | 還 還 還 |N-87 
新 6 DI Po 湯 邊 。。 = 。。。 248% 還 還 還 2 時 | 還 証 還 還 還 還 証 較 |N-94 
半 | 坪 | 北陸 地 域 | 還 還 還 還 還 還 還 還 77 補 還 還 還 昌 | 27% 。 | 下 画 |N-9o 
回 南 隊 地域 26% | 目 議 本 較 | N- 107 
者 _ 始 良 ・ 伊 佐 地 域 | に: に 訴 太 国 主 26% 甘 還 IN=101 
必 九 | PS 人 衝 。。 =。=。=。 。 55% 。 上 還 還 生 26% 。 。 MlN=69 | 
地 四 その 他 鹿 児島 県 | 還 還 還 証 還 還 証人 還 還 証 還 還 還 還 間 "= 0 285% { | 目 還 本 還 |N-78 | 
本 | ii 
= = 5% 還 還 還 還 本 9 号 和 志 の 
人 | 福 問 県 | 還 還 還 昌 昌 間 7 25% 、 和 の 還 還 昌 |N-724 

外 | 大 分 県 宮崎 県 35% 。。 。 田 |N=34 
IS 九州 島 條 | 還 還 還 還 還 還 72 人 較 還 還 還 還 還 較 ) 20%  〔 ” 斬 本 町 較 |N-524 | 
九州 新幹線 ( 新 八 代 ・ 鹿 児島 中 央 ) 事業 に 関す る 事後 評価 報告 書 ( 平 成 21 年 3 月 鉄道 運輸 機構) 

⑬ 企業 活動 へ の 影響 


九州 経済 調査 会 が JR 鹿児島 本 線 沿線 県 に 立地 する 支店 、 地 場 上 場 企業 を 対象 に 実施 し た 「 九 州 新幹線 部 分 開業 に 関 


する アン ケー ト 」 に よる と 鹿児島 県 で は 約 72%、 福 岡 県 で は 約 64% の 企業 が プラ ス の 効果 が あっ た と 回 答 し て いま す 。 


代表 的 な 効果 と し て 、「 出張 コ スト の 削減 」、| 営業 活動 の 範囲 の 拡大 」、「 情報 収集 が し や すく な っ た 」 こ と が 挙げ られ ます 。 


固 プ ラス や や プラ ス _ 影響 な し や や マイ ナス 時 マイ ナス 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
九州 新幹線 ( 新 八代 ・ 鹿 児島 中 央 ) 事 業 に 関す る 事後 評価 報告 書 (平成 21 年 3 月 鉄道 ・ 運 輸 機構) 


出張 コス ト が 削減 され た 52% 46% 
営業 活動 範囲 が 広がっ た 23% 31% 
情報 収集 が し や すく な っ た 15% 12% 


九州 新幹線 ( 新 八代 ・ 鹿 児島 中 央 ) 事 業 に 関す る 事後 評価 報告 書 (平成 21 年 3 月 鉄道 ・ 運 輸 機 構 ) 


⑳ コン ベン ショ ン 開 催 数 の 変化 
九州 新幹線 の 開業 以降 、 鹿 児島 市 で の コン ベン ショ ン 開 催 回 数 ・ 県 外 か ら の 参加 人 数 と も 増加 し て お り 、 新 幹線 
の 整備 が 交流 の 活発 化 に 寄与 し て いる と 考え られ ます 。 


125 件 (H15 年 ) 一 224 件 (H19 年 ) 48,264 人 (H15 年 ) つ 67,892 人 (H19 年 ) 
件 数 (件 ) 参加 人 数 (人 ) 
200 [ コ 100,000 

新幹線 開業 ] 90000 

ゴゴ 80,000 

ジニ エーーー ム ーー 馬 計 納 明 ン | 7000o 
60,000 

100 II ] 50.000 
数 - 40.000 

県 外 参加 者 数 ゴ 30.000 

50 20,000 


H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 (年 ) 


九州 新幹線 ( 新 八代 ・ 鹿 児島 中 央 ) 事 業 に 関す る 事後 評価 報告 書 (平成 21 年 3 月 鉄道 運輸 機構 ) 


@ 宿泊 施設 の 変化 
鹿児島 市 内 の ホテ ル 数 の 変化 を みて みる と 新幹線 開業 の 約 5 年 前 頃 か ら ホ テル の 建設 が 目立ち 始め て お り 、 平 成 
19 年 度 の ホテ ル 数 は 平成 1 年 度 に 比べ +26% の 73 軒 (+16 軒 )、 客 室 数 は +35% の 6.581 室 (+1.756 室 ) に 増加 し て いま す 。 


ホテ ル 数 57 58 56 59 59 64 70 yl 766) 1.26 


客室 数 4.825 4.872 4.805 4.943 4.966 5,531 6,297 6,466 6.581 員 S5 


九州 新幹線 ( 新 八代 ・ 鹿 児島 中 央 ) 事 業 に 関す る 事後 評価 報告 書 (平成 21 年 3 月 鉄道 運輸 機構 ) 


ュ | ヶ 3 し (%) 
⑥ 観光 入込み 客数 の 推移 140r Na 
平成 15 年 を 100% と し て 、 観 光 入 込み 新幹線 開業 摩 川内 
客数 の 推移 を みる と 、 新 幹線 が 開業 し た 9| 。 で で プー 30 
- 小作 巾 
平成 16 年 は 全体 的 に 増加 し て お り 、 新 土 = 120 1 し し -e- 八代 地域 


線 開業 が 寄与 し て いる と 考え られ ます 。 ーーーーー@ 一 一 一 ー _ーe- 懇 島 取 域 
5 人 電 - 指 宿 ・ 佐 多 地域 


80 1 1 1 1 1 ] 
H14 H15 H16 H17 H18 H19 


九州 新幹線 ( 新 八代 ・ 鹿 児島 中 央 ) 事 業 に 関す る 事後 評価 報告 書 (平成 


KS 


年 3 月 鉄道 運輸 機構) 


⑩ 観光 へ の 影響 
新幹線 開業 に よる 観光 へ の 影響 に つい て 、 九 州 経済 調査 会 が 実施 し た 「 九 州 の 観光 ・ レ ジャ ー に 関す る アン ケー 
ト 」 の 結果 を みる と 、 鹿 児島 県 の 観光 施設 の うち 約 90% が プラ ス の 効果 が あっ た と 回 答 し て いま す 。 


この 調査 は サン プル 数 が 少な く 、 開 業 10 か 月 後 の 1 時 点 の 調査 と いう 点 を 考慮 する 必要 が あり ます が 、 観 光 へ の 大 
き な 影 響 を も た らし て いる と 考え られ ます 。 


時 プラ ス や や プラ ス _ 影響 な し 目 や や マイ ナス 時 マイ ナス 


鹿児島 県 10.0 
(n=10) 


熊本 県 
(n=6) 


福岡 県 
(n=14) 


非 沿線 
(n=30) 


0% 20% 40% 60% 


※1) 回 答 時 期 は 2005 年 1 月 時 点 ※2) 非 沿線 は 佐賀 県 、 長 崎 県 、 大 分 県 、 宮 崎 県 、 沖 縄 県 


九州 新幹線 ( 新 八代 ・ 鹿 児島 中 央 ) 事 業 に 関す る 事後 評価 報告 書 (平成 21 年 3 月 鉄道 ・ 運 輸 機 構 ) 


ジミ めん 
進化 する 長崎 の まち 
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進化 する 陸 の 玄関 口 


二 
立 | 


ES 


新 長 崎 駅 舎 の 開業 や 新 駅 ビル 建設 、 新 幹線 の 開通 、 出 島 メッ セ 長崎 の 開業 な ど 、 今 、 長 崎 駅 の 周辺 が 大 


きく 変わ ろう と し て いま す 。 
これ か ら の 時 代 に 合わ せ て 進化 し 、 新 た な 賑わい を つく る た め 、 九 州 新幹線 西 九州 ルー ト の 暫定 開業 効 


果 を 最大 限 に 活か し 、 そ の 効果 を 長崎 駅 周辺 だ け で な く 周 辺 地域 に も 波及 させ る 取組 み を 進め て いま す 。 


ご 


中 長崎 上 


CET 


用 
4 


月 


月 
明 骨 


記 7 


「』/ 
| 


ん ん < 人 の 


es S 如 誠 


2 


連続 立体 交差 
土地 区 画 整 理 mm 9 
sm 
出島 メッ セ 長 崎 ーーーーーーー ア 開業 予定 


新 駅 ビル JR 九州 ) @ 放 分 開業 予定 ※R7 グ ラン ド オー プン 予定 


V・ フ ァ ー レ ン 長 崎 の 新た な 本 拠 地 と な る スタ ジア ム を 中 心 
に 、 オ フィ ス や 商業 施設 、 ホ テル な ど 、 新 た な 街 づ くり が 進め 
られ る 予定 で す 。 


交通 広場 の 整備 や 電 停 の バリ アフ リー 化 を 行い 、 利 用 する 
方 が さら に 使い や すく な り ま す 。 


。 さま ざま な イベ ント の 開催 や 憩 の 空間 と し て 楽し むこ と が で 
レーーーーーー ン ンー ン デ ン デ ※ イ メニ ジ は 変更 に な る 各 能 性 か あり ます きる 場 に な り ま す 。 


長崎 駅 周辺 再 整 備 


「 新 幹線 ・ 在 来 線 双 方 が 乗り 入れ る 日 本 唯一 の 頭 端 駅 」、「 世 界 に も 類 を 見 な い 海 に 開か れ た 駅 」 と いう 


特徴 を 活か し た 駅 舎 を 整備 し 、 駅 前 広場 は 現在 の 高架 広場 の 約 3 倍 の 広 さ に な り ま す 。 


i に より 、 


| 新た な 交流 が 生ま れ 、 肛 
| 長崎 の 未来 が 大 きく 変わ る ! 敵 開 
ー - 55K ト ミミ ミニ SS ニニ ニニ ニー ーー ョ ーー - * こ 


多目的 広場 


| より 安全 で 便利 な まち に な る ! 


※ イ メー ジ は 変更 に な る 可能 性 が あり ます 3 


訪問 客 を 迎え る 、 明 る く 開 放 的 な 駅 舎 


中 日東 語 基 記 】 むす 
1 詳 投 持寺 


訪問 客 を 出迎え 、 市 民 の 趣 い や 活動 の 舞台 と な る ゆとり ある 広場 


出島 メッ セ 長 崎 の 開業 


長崎 駅 の 西口 正面 に は 、 出 島 メ ッ セ 長 崎 が 令 和 3 年 11 月 に 開業 予定 で す 。3.000 人 規模 の コン ベン ショ ン 


ホー ル や イベ ント ・ 展 示 ホ ー ル 、 会 議 室 を 備え 、 ヒ ルト ン 長 崎 が 併設 され ます 。 国 内 外 か ら 多 く の 訪問 客 を 
受け 入れ 、 新 た な ビジ ネス や 文化 を 生み 出し て いく 交流 の 拠点 に な り ま す 。 

また 、 会議 な どの 開催 前 後に は 、 参 加 者 が まち に 繰り 出し 、 食 を 楽し ん だ り 、 観 光 名 所 に あし を 延ばし た 
り と 、 さ ら に 賑わい が 生ま れ 地 域 が 活性 化 さ れ ま す 。 


MICE と は ・…・ 
企業 な どの 会 議 遇 中 eeting 
企業 の 褒賞 旅行 是 還 ncentive Travel 
衣 ーー Our I 国際 会 議 や 学会 上 細 onvention 
人 『 ンーー ma イベ ント や 見 本 市 是 罰 vent/Exhibition 


多く の 人 が 集まる 、 交 流 の 機会 を 指す 総称 


コン ベン ショ ン ホ ー ル 


イベ ント ・ 展 示 ホ ー ル 


長崎 スタ ジア ムシ ティ プロ ジェ クト 


三菱 重工 業 幸 町 工場 跡地 で は 、V・ フ ァ ー レ ン 長 崎 の 新た な 本 拠 地 と な る スタ ジア ム を 中 心 に 、 オ フィ ス 
や 商業 施設 、 ホ テル な ど 新 た な 街 づ くり が 進め られ る 予定 で す 。 


全 "HF 1 皇 est に 
4 RB 


| 
た 松 隊 の た め 今 人 20012 きめ 天 豆 の 放 せ の り ま 


まち ぶら プロ ジェ クト 


陸 と 海 の 玄関 口 の 整備 に より 長崎 の まち が 変わ っ て いく 中 、 長 崎 の 中 心 部 で ある 「 ま ちな か 」 に お いて 
も 、 ま ちな みや 歴史 を 活か し て 賑わい の 再生 を 図り 、 回 遊 性 を 高め て いき ます 。 


陸 の 玄関 口 (長崎 駅 周辺 ) 


* ゅ 


mm 九州 ルー ト 
R 長 崎 本 線 連 続 立 体 交 差 事 業 
長崎 駅 周辺 区 画 整 理事 業 


東山 手 ・ 南 山手 


の N 


エリ ア の 魅力 づく り 
5 つの エリ ア に お いて 、 ま ち づ く り の 方 向 性 を 掲げ 、 各 エリ ア が 持つ 特色 を 活か し な が ら 、 上 魅力 の 向上 に 結 
び 付 く よ う な 取組 み を 進め ます 。 


《 ま ちな み 整 備 助成 制度 


] 


以前 の 店 舗 現在 の 店 舗 ( 町 家 風 昔 は 石 暑 その 後 ア ス フ ァ ルト 化 石畳 を 復元 


軸 づ くり 地域 力 に よる まち づく り 
「 ま ちな か 軸 」 を 基軸 と し て 、 各 エリ ア 間 の 回 遊 性 : 地域 や 市 民 自ら が 企業 や 行政 な ど と 連携 し 、 ま ち 
を 高め る 環境 の 整備 を 行い ます 。 な か を 支え る よう な 地域 力 等 を 結集 する 取組 み を 
支援 し ます 。 
(公共 トイ レ の 整備 ) (賑わい づく り 活 動 支 援 事業 ) 


まち な み に 合わ せ た 外 観 利用 し や すい 機能 の 充実 な が さき キッ ズ ハ ロウ ィ ン パ ー テ ィ ー 


各 う 草 
アク ショ ンプ ラン 策定 の 趣旨 と 基本 方 針 
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策定 の 趣旨 


これ か ら 長 崎 の まち は 、 新 幹線 開業 に 合わ せ た 「 長 崎 駅 周辺 整備 事業 ] や 「 出 島 メ ッ セ 長崎 」 の 開業 、 
「 長 崎 ス タ ジ ア ムシ ティ プロ ジェ クト 」 な どの 民間 と 連携 し た まち づく り に より 、 大 きく 進化 し て いき ます 。 

九州 新幹線 西 九州 ルー ト の 暫定 開業 は 、 移 動 時 間 の 短縮 効果 や 交流 人 口 の 拡大 に よる 地域 活性 化 等 
が 期待 され ます 。 こ の 新幹線 開業 効果 を 最大 限 に 引き 出す た め 、 長 崎 市 が これ まで 継続 的 に 取り 組ん で き 
た 、 ま ちな か の 魅力 を 向上 する 「 ま ち ぶ ら プ ロジ ェクト 」 や 「 交 流 の 産業 化 ] に よる 長崎 創 生 の 取組 み 等 と 連 
動 し 、 行 政 、 民 間 企 業 、 市 民 が 連携 し て 取り 組む 「 長 崎 市 新幹線 開業 アク ショ ンプ ラン 」 を 策定 し まし た 。 


基本 方 針 


長崎 県 の 新幹線 開業 アク ショ ンプ ラン と 連動 し た 「 市 民 の 気運 醸成 」、「 誘 客 促進 ]、「 市 内 各地 へ の 周遊 
促進 」、「 訪 問 客 の 満足 度 向 上 」 及 び 「 産 業 の 振興 」 の 5 つの 方 向 性 に 沿っ て 、 幅 広い 分 野 に わた り 官 民 一 体 
と な っ て 取り 組む こと で 、 相 乗 効果 を 高め て いき ます 。 


基本 方 針 A 市 民 の 気運 醸成 市 民 み ん な で 2022 年 度 開業 を 盛り 上 げ よ う ! 一 
長崎 県 と 連携 し て 情報 発信 や 開業 PR を 行う こと で 、 市 民 が 新幹線 開業 を 契機 と し て 、 長 崎 市 の 活性 
化 と 発展 に 向け た 取組 み を 共に 考え 行動 で きる よう 、 気 運 を 高め て いき ます 。 


誘客 促進 た くさ ん の 人 に 長崎 市 に 来 て も ら お う ! 
長崎 県 や 沿線 市 、JR 九 州 等 と 連携 し 、 西 九州 ルー ト の 開業 前 後に 国内 外 に 対す る プロ モー ショ ン を 
集中 的 に 実施 する こと で 、 長 崎 市 へ の 来訪 意欲 を 高め 、 訪 問 客 の 増加 に つなげ ます 。 


基本 方 針 C 市 内 各地 へ の 周遊 促進 一 便利 に 周遊 し と もらお う !… 
ワン スト ッ プ に よる 観光 ・ 二 次 交通 等 の 案内 機能 を 高め る と と も に 、 交 通 事業 者 等 と 連携 し 、 多 言語 
対応 や ユニ バー サル ツー リズ ム へ の 対応 強化 な ど 訪問 客 の 利便 性 を 高め ます 。 


訪問 客 の 満足 度 向上 楽し い 時 間 を 過ごし て も ら お う ! 
お も て な し の 向上 を 図る と と も に 、 訪 問 客 が 滞在 を 楽し む 環境 づく りや 多様 な 資源 を 活か し た 魅力 
づく り を 行い 、 訪 問 客 の 滞在 満足 度 に つなげ ます 。 


基本 方 針 E 産業 の 振興 ー ビ ジ ネス の 拡大 に つなげ よう ! 一 
民間 事業 者 が 新幹線 開業 を ビジ ネス チャ ンス と し て 捉え る こと で 、 モ ノ ・ サ ービス の 販売 促進 や 販路 
拡大 に つなげ 、 経 済 活性 化 を 図っ て いき ます 。 


アク ショ ンプ ラン の 推進 


アク ショ ンプ ラン の 推進 に あたっ て 、 長 崎 県 や 沿線 市 だ け で な く 、 市 民 や 経済 界 、 関 係 団体 と 協議 ・ 連 携 
し な が ら 、 協 力 し て 取り 組む こと が 重要 で す 。 
また 、PDCA サ イク ル ( 計 画 一 実行 一 評価 一 改善 ) に 則っ た 進捗 管理 に 努め る と と も に 、 今 後 の 状況 の 変化 
に 迅速 に 対応 し て いく た め 、 必 要 に 応じ て プラ ン を 見 直し て いく 必要 が あり ます 。 

アク ショ ンプ ラン の 進捗 管理 と 推進 体制 に つい て は 、 今 後 の 西 九州 ルー ト の 整備 方 針 等 の 検討 状況 を 
見 極め 、 関 係 各位 と の 協議 を 継続 し な が ら 、 新 幹線 開業 効果 を 最大 化す る 取組 み を 推進 し て いき ます 。 


プラ ン の 取組 み の 実 施 


関係 団体 等 と の 
アク ショ ンプ ラン 振り 返り 


第 4 章 
アク ショ ンプ ラン の 体系 と 取組 み 


1 取組 体系 表 (基本 方 針 - 施策 - 具体 的 取組 ) 
5 つの 基本 方 針 に 基づき 、17 の 施策 、40 の 具体 的 取組 を 取り まとめ まし た 。 


施策 具体 的 取組 
Al 積極 的 な 情報 発信 
A1-1 多様 な 手法 に よる 開業 PR (1) 西 九州 ルー ト 暫 定 開業 の メリ ッ ト 、 新 長崎 駅 等 
の 情報 発信 


(2) 開業 PR キャ ッ チ コピ ー や ロゴ マー ク の 活用 
(3) 既存 イベ ント 等 を 活用 し た 開業 PR 
A2 市 民 参 加 意識 の 醸成 
A2-1 市 民 の 参加 意識 を 高め る 開業 関連 イベ 
ント 等 の 開催 


) 新幹線 開業 フォ ー ラ ム の 開催 

) 現場 見 学会 や 出前 講座 等 の 実施 

) 県 主催 の 企画 イベ ント へ の 協力 等 

) 開業 まで の 気運 を 高め る イベ ント の 開催 
) 開業 記念 イベ ント の 開催 


施 策 具体 的 取組 
B1 長崎 市 へ の 来訪 意欲 を 高め る 仕掛 け づ くり 


B1-1 観光 資源 と し て の 鉄道 の 活用 1) 魅力 ある 新幹線 車両 の 導入 に 向け た 取組 み 
2) 観光 列車 の 運行 等 に 向け た 取組 み 

3) 鉄道 や 駅 を 活用 し た 魅力 づく り 
] 
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B1-2 長崎 駅 周辺 を 中 心 と し た 魅力 の 向上 と 長崎 駅 周辺 地域 の 魅力 の 向上 と 発信 


発信 新しい まち づく り と 連動 し た 誘客 
委 紹 開業 を 見 据え た プロ モー ショ ン の 実施 
B2-1 効果 的 な プロ モー ショ ン の 展開 1) 長崎 県 、 沿 線 市 及び JR 九州 等 と 連携 し た 情報 発 


信 

国内 向け 旅行 商品 の 造成 に よる 誘客 

「 長 崎 ひ 〇 LOVERS プ ロジ ェクト 」 を 活か し た PR 
4) 西 九州 ルー ト の 利用 を 促す 仕掛 け づ くり 


G1-1 ・ 交通 案内 機能 や サー ビス の 充実 (1) 観光 案内 の コン シェ ル ジ ュ 機能 強化 
(2) 二 次 交通 案内 等 の 充実 ・ 強 化 
_ (3) 円 滑 な 国道 の 横断 
C1-2 二 次 交通 の 充実 ・ 強 化 (1) 市 内 交通 ネッ トワ ー ク の 利便 性 向上 
(2) 路面 電車 長崎 駅 前 停留 所 の バリ アフ リー 化 


施 策 具体 的 取組 


D1 新幹線 で 訪れ る 方 へ の 徹底 し た お も て な し 

D1-1 訪問 客 を 明る く 迎 え 入れ る 環境 づく り (1) 魅力 的 な 駅 前 空間 の 整備 
2) 心 を こめ た お も て な し 

D1-2  「 な が さき の 食 」 を 楽し む 機会 の 充実 (1) 食 を 楽し む 環 境 づ くり 

D2 滞在 環境 の 充実 

D2-1 安心 ・ 快 適 に 滞在 で きる 環境 づく り (1) 快適 に 滞在 で きる 環境 づく り 


D2-2 外国 人 観光 客 向 け サ ービス の 充実 (1) 外国 人 受入 対応 の 強化 
D3 観光 コン テン ツ の 魅 力 向上 
D3-1 歴史 文化 資源 の 磨き 上 げ 1) 2 つの 世界 遺産 
9 避 昭 
D3-2 ハー ド の 整備 ・ 磨 き 上 げ 1) 夜景 観光 の 推進 
2) 居留 地 
3) 中 島川 周辺 
4) 長崎 駅 多目的 広場 の 整備 ・ 活 用 
09 庫 還 202NR209 有 中 目 Ii 1) 周遊 を 促す 仕掛 け づ くり 
2) 夜景 観光 及び ナイ ト タ イ ム エ コ ノミ ー の 推進 
3) 出島 メッ セ 長 崎 へ の イベ ント 等 の 誘致 
4) 市 民 ・ 民 間 と 連携 し た まち な か の 魅力 づく り 
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E 1 ビジ ネス の 拡大 促進 

E1-1 特産 品 や 食材 の 認知 度 向上 と 販売 促進 (1) 関係 機関 と 連携 し た 新 商品 の 開発 や PR 
E1-2 企業 活動 の 活性 化 (1) ビジ ネス 交流 機会 の 拡大 ・ 創 出 
E1-3 新た な ビジ ネス の 誘致 (1) 新た な ビジ ネス の 誘致 
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新幹線 の 開業 は 、 交 流 人 口 の 拡大 や 地域 経済 の 活性 化 な ど 、 多 く の 効 果 が 期待 され ます 。 
この 開業 効果 を 高め る に は 、 行 政 、 民 間 企業 、 市 民 が 一 体 と な っ て 開業 に 向け て 気運 を 盛り 
上 げ 、 行 動 を 起こ すこ と が 重要 で す 。 

し か し な が ら 、 西 九州 ルー ト は 、 他 の 路線 と 比較 し て 時 間 短 縮 効 果 が 小さ いこ と や 、 開 業 
後 の ル ー ト 全体 の 姿 が 示さ れ て いな いこ と で 、 新 幹線 が 開業 する イメ ー ジ を 持て な いな どの 
理由 か ら 、 市 民 の 関心 ・ 期 待 が 高まっ て いる と は 言え な い 状 況 で す 。 

その た め 、 新 幹線 開業 の メリ ッ ト や 効果 等 に つい て わか りや すく 情報 発信 し 周知 を 図る こ 
と で 、 市 民 の 西 九州 ルー ト に 対す る 理解 を 深め 、 新幹線 開業 へ の 関心 や 期待 を 高め て いく 必 
要 が あり ます 。 

長崎 県 と 連携 し て 情報 発信 や 開業 PR を 行う こと で 、 市 民 が 新幹線 開業 を 契機 と し て 、 長崎 
市 の 活性 化 と 発展 に 向け た 取組 み を 共に 考え 行動 で きる よう 、 和 気運 を 高め て いき ます 。 


① 多様 な 手法 に よる 開業 PR 
(1) 西 九 州 ル ー ト 暫定 開業 の メリ ッ ト 、 新 長崎 駅 等 の 情報 発信 
多様 な 媒体 を 活用 し 、 新幹線 開業 の メリ ッ ト 、 新 長崎 駅 な ど に つい て 広く 周知 し 、 開業 に 向け て 市 


民 の 気運 を 高め ます 。 
具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
多様 な 媒体 を 活用 県 が 作成 する パン フレ ッ ト や Web サ イト 、 長崎 市 長崎 県 
し た 開業 PR 市 の ホー ムペ ー ジ や フェ イス ブッ ク 等 の 市 (長崎 駅 周辺 整備 室 ) 
政情 報 提供 ソー ル な ど 様 々 な 媒体 に より 、 
新幹線 開業 に つい て 市 民 へ の 周知 を 図り ま 
ボ 8 
長崎 駅 周辺 の 完成 新しく 生ま れ 変 わる 長崎 駅 周辺 の 姿 を イメ 長崎 市 
イメ ー ジ パー ス 等 一 ジ し 、 市 民 が 関心 や 親しみ を 持て る よう ( 余 誠 駅 周辺 整備 室 
の 作成 ・ 情 報 発 信 "イメ ー ジ パー ス や VR を 作成 し 、 情 報 発信 を 
(UESGI 
2 の 輝 品 寺 光 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 ( 開 業 ) 開業 後 
多様 な 媒体 を 活用 準 備 実 施 
し た 開業 PR 
長崎 駅 周辺 の 完成 
(2 ジム ハー 実 施 
の 作成 ・ 情 報 発信 


(2) 開業 PR キャ ッ チ コピ ー や ロゴ マー ク の 活用 


長崎 県 が 作成 する キャ ッ チ コピ ー や ロゴ マー ク を 市 民 等 に 周知 し 、 西 九州 ルー ト を PR し ます 。 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 。 連携 団体 
ーー RMO 0 _ 長崎 県 
ロゴ マー ク に ょ る | クノ を 「 週 刊 あ じ さ い 」「 広 報 な が さき 」 (長崎 駅 周 辺 整備 室 ) 
等 に 掲載 し 、 市 民 へ の 周知 を 図り ます 。 
開業 PR 
ES フン 市 役所 庁舎 の 横 看板 や 立て 看板 を 活用 し 、 長崎 市 長崎 県 
0 ー 号 | 開業 まで の カウ ント ダウ ン を 実施 し 、 市 民 (長崎 駅 周辺 整備 
和 等 の 設置 の 期待 感 を 高め ます 。 
お 土産 品 の パッ ケー ジ 等 へ の キャ ッ チ コピ | 民間 事業 者 長崎 市 ブラ ン 
ー・ ロゴ マー 示 。 友 興 会 
抽 請 語 下 寺 の. ロゴ マー ク の 表示 を 促し ます 2 
シュ ガー ロー 
ド 連 絡 協議 会 
計 民間 事業 者 に 対し 、 広 報 ツ ー ル (シー ル 、 新幹線 暫定 開 
SR 22 名 刺 、 ピ ン バ ッ ジ 等 ) の 活用 を 呼び か け ま | 業 効 果 最大 化 
す 。 実行 委員 会 
スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
OMW 四 三 や 
ロゴ マー ク に よる ビ 生 
開業 PR 
カウ ント ダウ ン 看 
準 備 施 
板 等 の 設置 ー 
お 土産 品 等 の 活用 実 施 
広報 ツー ル で の 開 突 孝 
業 PR 
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(3) 既存 イベ ント 等 を 活用 し た 開業 PR 


長崎 市 内 外 で 開催 され る 既存 の イベ ント 等 で 西 九州 ルー ト 開 業 を PR し ます 。 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
の 市 内 外 各 地 で 行わ れ て いる 既存 イベ ント 等 長崎 市 イベ ント 開催 
既存 の イベ ント 等 。 き RI 5 
で の 開業 PR で 開業 を PR する ブー ス 等 を 設置 する な ど 開 | (長崎 駅 周辺 半 備 室 ) 団体 等 
業 を PR し ます 。 
の ステ ー ジ で の 告知 や 会 場 へ の ポス ター 掲 | 長崎 市 長崎 ラン タン 
内 生 示 等 を 行い 、 開 業 を PR し ます 。 (観光 推進 課 フェ ステ ィ バ 
ル 実 行 委員 会 
ステ ー ジ で の 告知 や 会 場内 へ の ポス ター 掲 | 長崎 市 長崎 帆船 まつ 
ロ 稚 し 
長崎 帆 朋 まつ り | 二 全 を 行い 、 開 業 を PR し ます 。 (推進 齋 ) | り 実 行 委員 会 
gs =。 関連 イベ ント ご と に 案内 ブー ス を 設置 し 、 新幹線 暫定 開 
RA 開業 を PR し ます 。 業 効果 最大 化 
記 実行 委員 会 
1 案内 ブー ス を 設置 し 、 開 業 を PR し ます 。 新幹線 暫定 開 
な が さき みな と ま 
2 業 効果 最大 化 
実行 委員 会 
スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
既存 の イベ ント 等 実 施 
で の 開業 PR 
長崎 ラン タン フェ 還 
当 準 備 実 施 
長崎 門 船 ま つり 実 施 
長崎 開港 450 周 年 記 の 
念 事業 実 池 
な が さき みな と ま ーー 
上 準 備 実 施 


② 市 民 の 参加 意識 を 高め る 開業 関連 イベ ント 等 の 開催 
(1) 新幹線 開業 フォ ー ラ ム の 開催 
長崎 県 と 連携 し 、 誰 で も 参加 で きる 新幹線 開業 フォ ー ラ ム を 開催 し 、 市 民 の 参加 意識 を 高め ます 。 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
新幹線 開業 フォ ー | 県 や 沿線 市 と 連携 し 、 誰 で も 参加 で きる 新 長崎 県 長崎 県 
ラム 等 の 開催 幹線 開業 フォ ー ラ ム 等 を 開催 し ます 。 長 崎 | 長崎 市 沿線 市 
市 及び 沿線 市 で 開催 し ます 。 (長崎 駅 周辺 整備 室 ) 
沿線 市 
スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
新幹線 開業 フォ ー 
ラム 等 の 開催 
(2) 現場 見 学会 や 出前 講座 等 の 実施 
開業 が 迫っ て いる こと を 実感 し て も ら う た め 、 県 や 沿線 市 と 連携 し 、 車両 撮影 会 試 馬 イ ベン ト 


を 開催 し ます 。 ま た 、 長 崎 県 と 連携 し て 新幹線 開業 出前 講座 を 実施 し 、 市 民 の 参加 意識 を 高め ます 。 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
県 や 沿線 市 及び JR 九州 な ど と 連携 し 、 レ ー 長崎 市 長崎 県 
レー ルウ ォ ー ク 、 車 ルウ ォ ー ク 、 車 両 撮影 会 、 試 乗 イ ベン ト を ( 長 内 駅 周辺 備 室 ) | 沿線 市 
両 撮影 会 、 試乗 イベ | 開催 し ます 。 JR 九州 鉄道 ・ 運 輸 機 
ント の 開催 構 
JR 九州 
新幹線 工事 現場 の 見 学会 や 出前 講座 等 を 実 長崎 市 長崎 県 
現場 見 学会 や 出前 施し ます 。 (長崎 駅 周辺 整備 室 ) 、 鉄道 ・ 運 輸 機 
講座 等 の 実施 構 
JR 九 州 
スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 ( 開 業 ) 開業 後 
芝 圭 沙 太 完 二 多 、 
車両 撮影 会 、 試 乗 実 施 
イベ ント の 開催 
現場 見 学会 や 出前 実 地 
講座 等 の 実施 


(3) 県 主催 の 企画 イベ ント へ の 協力 等 


広報 誌 や 小 ・ 中 学校 を 通じ て 、 児 童 ・ 生 徒 へ 開業 を PR する と と も に 県 主催 の イベ ント へ の 参加 を 促 


し ます 。 
具体 的 取組 内 容 実施 主体 。 連携 団体 
企画 イベ ント へ の 県 主催 の 企画 イベ ント へ の 参加 を 広報 誌 長崎 市 長崎 県 
協力 小 ・ 中 学校 を 通じ て 児童 ・ 生 徒 へ 促し ます 。 | (長崎 駅 周辺 整備 室 ) 
スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
企画 イベ ント へ の 
協 カ 


(4) 開業 まで の 気運 を 高め る イベ ント の 開催 


開業 前 の 節目 に 、 県 や 関係 団 


体 と 連携 し 、 趣向 を こら し た カウ ント ダウ ン イ ベン ト 等 を 開催 し 、 語 


題 性 を 高め ます 。 
具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
開業 前 の 節目 (500 日 前 、1 年 前 、100 日 前 長崎 県 JR 九州 
カウ ント ダウ ン イ 等 ) に お いて 、 県 ・ 市 ・ 関 係 団体 等 が 連携 長崎 市 
ベン ト 等 の 開催 し 、 カ ウン ト ダ ウン イベ ント 等 を 開催 し ま | (長崎 駅 周辺 整備 室 ) 
で 7 
子供 た ちの 新幹線 に 対す る 期待 感 を 高め る 長崎 市 
絵画 EZ3 フ た 
SN た め 、 新 幹線 を テー マ に し た 絵画 コン テス | (長崎 駅 周辺 整備 室 ) 
ト を 実施 し ます 。 
長崎 駅 東西 口 の 名 長崎 駅 東西 口 の 名 称 を 広く 市 民 等 か ら 募 集 長崎 市 
称 募集 49 (長崎 駅 周辺 整備 室 ) 
スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
0 の 22007. 2 5 
に ーー 実施 
絵画 コン テス ト の 本 
実 施 
実施 
長崎 駅 東西 口 の 名 K 
必 周 宝 アー 
称 募集 準 備 ジミ 畑 科 
(5) 開業 記念 イベ ント の 開催 
県 や 関係 団体 と 連携 し 、 開 業 イ ベン ト を 開催 し ます 。 
具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
開業 日 当日 を 盛り 上 げ る た め 、 開 業 記念 イ 長崎 県 
開業 記念 イベ ント | ベント を 開催 し ます 。 長崎 市 
の 開催 (長崎 駅 周辺 整備 室 ) 
JR 九州 
開業 後 の 盛り 上 が り を 継続 する た め 、 開 業 長崎 県 長崎 市 
D じ た / 
0 証人 0 貫 日 以降 の 節目 イベ ント (開業 後 1 年 イベ ント (長崎 駅 周辺 整備 室 ) 
等 ) を 開催 し ます 。 
スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
準備 実 施 
の 開催 
開業 日 以降 の 節目 馬 EE 


新幹線 の 開業 に お いて 、 最 も 期待 され る 効果 の 一 つと し て 挙げ られ る の が 、 交流 人 口 の 拡 
大 で す 。 先 に 開業 し た 他 県 に お いて は 、 観 光 客 数 が 開業 前 と 比べ 、 鹿 児島 県 で は 約 1. 2 倍 、 
石川 県 で は 約 1.3 倍 に それ ぞ れ 増加 し て いま す 。 

その よう な 中 、 西 九州 ルー ト に お いて は 、 当 面 、 対 面 乗 換 に よる 暫定 開業 と な る こと か ら 、 
新幹線 開業 に よる 訪問 客 の 増加 に 向け た 対策 や 取組 み の 工夫 が 必要 で す 。 

この た め 、 鉄 道 や 駅 を 利用 し た 魅力 づく り を 行う と と も に 、 長 崎 県 や 沿線 市 、JR 九 州 等 と 
連携 し 、 西 九州 ルー ト の 開業 前 後に 国内 外 に 対す る プロ モー ショ ン を 集中 的 に 実施 する こと 
で 、 長 崎 市 へ の 来訪 意欲 を 高め 、 訪 問 客 の 増加 に つなげ て いき ます 。 


① 観光 資源 と し て の 鉄道 の 活用 
(1) 魅力 ある 新幹線 車両 の 導入 に 向け た 取組 み 
「 乗 る こと 」 自体 が 目的 と な る 魅力 ある 新幹線 車両 の 導入 に つい て JR 九州 に 働き か け ま す 。 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
魅力 ある 新幹線 車 | 新幹線 の 乗車 時 間 が 短い こと か ら 、「 乗 る 長崎 市 JR 九州 
両 の 導入 の 働き か こと 」 自体 が 目的 と な る よう な 魅力 的 な 車 、( 長 騎 駅 周辺 整備 室 
け 両 (新幹線 、 リ レー 特急 ) の 導入 に つい て 働 | 長崎 県 

きか け ま す 。 沿線 市 

スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
魅力 ある 新幹線 車両 PT 
の 導入 の 働き か け 」 


(2) 観光 列車 の 運行 等 に 向け た 取組 み 
魅力 ある 観光 列車 の 定期 運行 を JR 九州 に 働き か け ま す 。 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 。 連携 団体 
魅力 ある 観光 列車 「 或 る 列車 」 や 「 な な つ 星 in 九州 」 等 魅力 長崎 市 UR 九 州 
運行 の 働き か け ある 観光 列車 の 長崎 駅 発 の 定期 運行 を 要望 (観光 推進 課 ) 
し ます 。 
レシ ンション た ラリ 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
魅力 ある 観光 列車 
運行 の 働き か け | 


(3) 鉄道 や 駅 を 活用 し た 魅力 づく り 
終着 駅 な ら で は の 撮影 スポ ッ ト な ど 新 た な 魅力 づく り に 取り 組む と と も に 、 特 産品 等 を 活用 し た 
駅 弁 を PR し 、 情 報 発信 を 行い ます 。 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
終着 駅 な ら で は の 新幹線 と 在 来 線 が 同時 に 撮影 で きる スポ ッ 長崎 県 
撮影 スポ ッ ト 等 多 ト な ど 、 終 着 駅 な ら で は の 魅力 づく り に 取 | 長崎 市 
カカ の 発信 り 組 み 、 広 く 情 報 発信 し ます 。 (観光 推進 課 ) 
計 あ 折 282 長崎 市 ブラ ンド 振興 会 と 連携 し て 長崎 市 の 長崎 市 長崎 市 ブラ ン 
2 へ 特産 品 を PR し 、 販 売 促進 を 図り ます 。 (商工 振興 課 ) ド 振興 会 
ご 」 カー ロー ド を シュ ガー ロー ド 連 絡 協 議会 や 沿線 市 と 連携 | 長崎 市 シュ ガー ロー 
活用 し た PR と 販売 し 、 シ ュ ガ ー ロ ー ド を テー マ と し た 商品 企 | (商工 振興 課 ) ド 連 絡 協議 会 
用 四  。 画 や PR に より 、 ス イー ツ や お 土産 の 販売 促 
拓 進 を 図り ます 。 
駅 弁 に 寺 産 本 ) 、9 回 
駅 弁 へ の 特産 品 等 前 肖 費 民間 事業 者 8 
の 活用 促進 94 の 5 
(水産 農林 政策 課 ) 
レク ョ ンー 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
終着 駅 な ら で は の 
撮影 スポ ッ ト 等 魅 準 備 実 施 
力 の 発信 
特産 品 の 販売 促進 実 施 
レコ 0 且 帳 呈 NS 
活用 し た PR と 販売 実 施 
促進 
駅 弁 へ の 特産 品 等 5 
の 活用 促進 9 5 取 


② 長崎 駅 周辺 を 中 心 と し た 魅力 の 向上 と 発信 
(1) 長崎 駅 周辺 地域 の 魅力 の 向上 と 発信 
長崎 県 が 構築 する WEB サ イト 等 を 活用 し 、 長 崎 駅 周辺 の お 薦め スポ ッ ト や 魅力 を 発信 し ます 。 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 。 連携 団体 
長崎 駅 周辺 地域 の | 長崎 駅 周辺 地域 に ある 観光 スポ ッ ト や 魅力 長崎 市 長崎 県 
魅力 発信 の 発信 を 行い ます 。 (観光 失 人 

スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
長崎 駅 周辺 地域 の PRE 
交 力 発信 5 
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(2) 新しい まち づく り と 連動 し た 誘客 


長崎 駅 周辺 で 進む 「 出 島 メ ッ セ 長崎 」 の 整備 や 「 長 崎 ス タ ジ ア ムシ ティ プロ ジェ クト 」 等 と 連携 し 、 


魅力 ある まち づく り を 推進 する と と も に 、 大 会 ・ 


学会 や イベ ント 開催 に よる 誘客 を 図り ます 。 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
多様 な MICE を 開催 する こと で 国内 外 か ら 訪 長崎 市 株 式 会 社 な が 
メ 9 セ ロ の 
2 問 客 を 呼び 込む 「 出 島 メ ッ セ 長崎 」 を 整備 (交流 拠点 施設 整備 室 ) さき MICE 
( 令 和 3 年 11 月 開業 予定 ) し ます 。 
長崎 県 、 大 学 、 経 済 界 な ど 様々 な 関係 機関 長崎 市 長崎 県 
と 連携 し て 長崎 の 特徴 や 強み を 活か し た (交流 戦略 推進 室 ) | 経済 界 
MICE の 誘致 MICE を 誘致 し ます 。 DMO 大 学 等 
「 長 崎 え スタジアム シテ チ ティ プロ ジェ クト 」 と 株 式 会 社 な が 
連携 し 、 大 型 イ ベン ト 等 を 誘致 し ます 。 さき MICE 
天 が ジョ ニル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
出島 メッ セ 長 崎 の 5 
十 計 
整備 の 
MICE の 誘致 


※DMO… 地 域 の 「 稼 ぐ 力 」 を 引き 出す と と も に 地域 へ の 誇り と 愛着 を 醸成 する 「 観 光 地 経営 」 の 視 
点 に 立っ た 観光 地域 づく り の 能 取 り 役 と し て 、 多 様 な 関係 者 と 協同 し な が ら 、 明確 な コン セプト に 


基づい た 観光 地域 づく り を 実現 する た め の 戦 略 を 策定 する と と も に 、 


戦略 を 着実 に 実施 する た め 


の 調整 機能 を 備え た 法人 の こと 。Destination Management/Marketing Organization (デス ティ ネ 


ーション ・ マ ネー ジメント ・ オ ー ガ ニ ゼ ーション ) の 頭 文字 の 略 。 


① 効果 的 な プロ モー ショ ン の 展開 
(1) 長崎 県 、 沿 線 市 及び JR 九州 等 と 連携 し た 情報 発信 
長崎 県 や 沿線 市 、JR 九 州 等 と 連携 し て 、 西 九州 ルー ト の 魅力 発信 、 効果 的 な プロ モー ショ ン や キャ 
ン ペ ー ン を 実施 する こと で 、 西 九州 ルー ト の 利用 促進 に 努め ます 。 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
誘客 の ター ゲッ ト エ リア で ある (関西 圏 、 長崎 県 観光 団体 等 


中 国 圏 ) を 中 心 に 、 県 、 沿 線 市 、JR 九 州 等 長崎 市 


と 連携 し 、 効 果 的 な プロ モー ショ 推進 
1 語 ラ ロ ニー 連携 効果 的 な ショ ン や キヤ (観光 推進 課 ) 


(0 モー ご ペ ー ン を 実施 し ます 。 沿線 市 
ショ ン や キャ ン ペ JR 九州 
0 九州 観光 推進 機構 や 長崎 県 観光 連盟 と 連携 DMO 観光 団体 等 


し た セー ルス 活動 に より 、 効 果 的 な 誘客 ・ 
利用 促進 を 図り ます 。 


長崎 県 、 沿 線 市 及び JR 九州 等 と 連携 し 、 開 長崎 県 民間 事業 者 
語 本 アピール す | 業 イ ベン ト を 開催 し ます 。 0 
る イベ ント の 開催 0 
JR 九州 
スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
効果 的 な プロ モー 
ンション ゃ キャ ンー 還 放 計 際 実施 
ー ン の 実施 
2 語 概要 確定 実 施 
る イベ ント の 開催 
(2) 国内 向け 旅行 商品 の 造成 に よる 誘客 
新幹線 を 活用 し た 魅力 ある 国内 旅行 商品 を 造成 し 、 誘 客 に つなげ ます 。 
具体 的 取組 内 容 実施 主体 。 連携 団体 
| JR 各社 や 旅行 会 社 に 対し て 、 新 幹線 を 活用 | 長崎 市 JR 各社 
還 | と 2 
1 し た 釣 力 ある 旅行 商品 の 企画 造成 を 促し ( 失 信康 ) 旅行 会 社 
3 誘客 を 図り ます 。 
スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
魅力 ある 国内 旅行 iu な 
商品 の 人 千 成 促進 放 6 5 


(3 


用 し た 企業 等 に よる 商品 開発 を 行い ます 。 


「 長 崎 ひ OLOVERS プ ロジ ェクト 」 を 活か し た PR 
「 長 崎 ひ OLOVERS プ ロジ ェクト 」 に より 、S5SNS 等 を 用 いた 市 民 に よる 情報 発信 や 、 ロ ゴマ ー ク を 活 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
Instagram に お いて 、 新 幹線 を テー マ と し 長崎 市 
Instagram に よる 写 た 写真 投稿 キャ ン ペ ー ン を 行い 、 市 民 に よ | (長崎 創 生 推 進 室 ) 
真 投稿 キャ ン ペ ー る 新幹線 開業 の PR に つなが る 写真 の 投稿 を 
ン の 実施 促し ます 。 入選 作品 は 、 公 式 ア カウ ント に 
お いて も 紹介 し ます 。 
ロゴ マー ク を 活用 新幹線 開業 に 合わ せ て 、 長 崎 〇 〇 LOVERS の 民間 事業 者 
し た 商品 開発 回 避 マ テク な 清 用 し た MPNIS つ な が る 新た た 
な 商品 開発 を 促進 し ます 。 
スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
Instagram に よる 写 
真 投稿 キャ ン ペ ー 実 施 
ン の 実施 
ロゴ マー ク を 活用 実 考 
し た 商品 開発 
(4) 西 九州 ルー ト の 利用 を 促す 仕掛 け づ くり 
JR パス な ど を 利用 し た 外国 人 観光 客 の 誘致 を 強化 し ます 。 
具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
2 の 様々 な 媒体 を 活用 し 、 西 九州 ルー ト の 開業 DMO 民間 事業 者 
に ーー の を PR する と と も に 、 海外 の 現地 旅行 社 等 と 
実 才 連携 し 、JR パ ス な ど を 活用 し た 誘客 を 強化 
し 889F。 
スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業) 開業 後 
イン バウ ンド 向け 
プロ モー ショ ン の 実 施 
実施 


新幹線 開業 に より 訪問 客 の 増加 が 見 込ま れ ま す が 、 そ の 効果 を 高め る に は 、 長崎 駅 を 起点 
と し て 、 訪 問 客 の 市 内 ・ 県 内 へ の 周遊 を 促進 する こと が 重要 で す 。 

その た め に は 、 訪 問 客 が スト レス な く 目 的 地 に 移動 で きる 環境 を 整え る 必要 が あり ます 。 
長崎 駅 に お ける ワン スト ッ プ に よる 観光 ・ 二 次 交通 等 の 案内 機能 を 高め る と と も に 、 交通 
事業 者 等 と 連携 し 、 多 言語 対応 いり ユニ バー サル ツー リズ ム へ の 対応 強化 な ど 訪問 客 の 利便 性 
を 高め る 取組 み を 進め ます 。 


① 観光 ・ 交 通 案内 機能 や サー ビス の 充 則  。 ウー 
(1) 観光 案内 の コン シェ ル ジ ュ 機能 強化 


多 言語 対応 や ユニ バー サル ツー リズ ム 対 応 に つい て 充実 を 図る と と も に 、 近隣 自治 体 の 観光 案内 
も 強化 し 、 観 光 案 内 の ワン スト ッ プ に よる コン シェ ル ジ ュ 機能 を 高め ます 。 


仮設 案内 所 の 設置 | 新 長 崎 駅 の 整備 に 伴い 、 新 た な 建物 内 へ 移 


長崎 市 


九州 


シェ ル ジ ュ 機能 の 眉 語 三 2 語 ルル 語 2 UID の 6 
向上 図 旬 ま 9 。 

・ 近 隣 自 治 体 の 観光 パン フレ ッ ト を 設置 し 
案内 する こと で 、 県 内 の 周遊 強化 を 図り ま 
EE 
・ 訪問 客 の 移動 に 係る 負担 軽減 と 回 遊 性 を 
高め る た め 荷 物 を 宿泊 施設 に 配送 する 「 手 
ぶら で 観光 」 を 実施 し ます 。 

・ICT を 活用 し た 観光 案内 な ど 訪 問 客 の 利 
便 性 向上 を 図り ます 。 


転 す る まで の 間 、 新 在 来 線 高 可 下 コン コー | (観光 政策 課 ) 

ス 内 へ 仮設 案内 所 を 設置 し 運営 し ます 。 
新 観光 案内 所 の 設 | 新 長 崎 駅 開業 に 合わ せ 、 総 合 観光 案内 所 を | 長崎 市 JR 九州 
軒 新 駅 舎 に 移転 整備 し ます 。 (観光 政策 課 
観光 案内 の ワン ス ・ 英語 が 堪能 な 職員 を 、 常 時 1 人 以上 配置 |DMO 長崎 市 
司る コン し 外語 人 観光 客 へ の 対応 を 充実 する と と も | 民間 事業 者 (観光 政策 課 ) 


仮設 案内 所 の 設置 


新 観光 案内 所 の 
設置 
ワン スト ッ プ 機能 
の 向上 
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(2) 二 次 交通 案内 等 の 充実 ・ 強 化 
訪問 客 が スト レス な く 円 滑 に 、 新幹線 か ら バ ス 、 タ クシ ー、 路 面 電 車 な どの 二 次 交 通 に 乗換 えら れ 
る よう 、 駅 前 広場 を 整備 し 、 乗 り 場 へ 迷わ ず 誘 導 す る 案内 板 を 設置 する と と も に 、 駅 周辺 の 観光 施 
設 へ 誘導 する 案内 板 を 設置 し ます 。 
また 、 交 通 事 業者 と 連携 し 、 主 要 観 光 施 設 付近 を 通過 する バス に は 観光 施設 名 を 表示 する な ど 、 訪 
間 客 が 公共 交通 機関 を 安心 し て 利用 で きる 環境 整備 に 取り 組み ます 。 


・ 訪問 客 が 円 滑 に 二 次 交通 に 乗換 えら れる | 長崎 市 長崎 県 
ei = よう 駅 前 広場 を 整備 し ます 。 (長崎 駅 周辺 束 備 宝 ) | 交通 事業 者 
NN 憲次 交通 乗り 場 や ニ 十 大 聖人 痢 教 地 な ど 
還 駅 周辺 の 観光 施設 に 誘導 する 案内 板 を 設置 
し 記す 「。 
四 主要 観光 施設 付近 を 通過 する パス に は 観光 バス 事業 者 | 長崎 市 
\ ス の 表示 改善 ピ 
AM 施設 名 を 表示 し ます 。 (計画) 
。 | 電 停 や バス 停留 所 へ の ナン バリ ング や 系 統 | 交通 事業 者 | 長崎 市 
8N 全 導 打 | 区 号 の 見 直し な ど 、 表 示 の 改善 を 行い ま (部 市 計画 課 


駅 前 広場 の 整備 ・ 案 
内 板 の 設 軒 


バス の 表示 改善 事業 者 と 協議 事業 者 と 協議 を 図り な が ら 随 時 実 放 
dl ) 事業 者 と 協議 | 生業 者 と 協議 を 図り な が ら 随時 実 施 
の 表示 改善 


(3) 円 滑 な 国道 の 横断 


西 坂 地区 や 駅 前 商店 街 等 へ の 訪問 客 の 利便 性 や 回 遊 性 の 向上 を 図る た め 、 国 道 横断 デッキ に エレ 
ベー ター 等 を 設置 し 、 駅 前 の 国道 横断 を 円 滑 に し ます 。 


国道 横断 デッキ に エレ ベー ター 等 を 設置 
し 、 円 滑 な 国道 横断 を 図り 、 西 坂 地区 や 駅 
前 商店 街 等 へ の 訪問 客 の 利便 性 向上 及び 回 
遊 シ ルー ト の 創出 に 繋げ ます 。 


長崎 市 
(長崎 駅 周辺 整備 室 
長崎 県 


国道 横断 デッキ へ 
の エレ ベー ター 等 
の 設置 


国道 横断 デッキ へ 


の エレ ベー ター 等 
の 設置 
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② 次 交 通 の 充実 ・ 強 化 PP 
(1) 市 内 交通 ネッ トワ ー ク の 利便 性 向上 


主 な 公共 交通 機関 に お いて 、 全 国 相互 利用 可能 な 交通 系 IC カ ー ド が 利用 で きる シス テム を 導入 す 


る と と も に 、 新 た な バス 路線 の 運行 や 車両 の 位置 情報 等 を 表示 する ロケ ーション シス テム の 導入 
等 を 交通 事業 者 に 働き か け ま す 。 ま た 、 交通 事業 者 や 観光 施設 等 と 連携 し 、 市 内 周遊 パス 等 を 導入 
し 、 訪 問 客 の 利便 性 向上 を 図り ます 。 


全国 相互 利用 交通 
系 IC カ ー ド 利用 シ 


全国 相互 利用 可能 な 交通 系 IC カ ー ド が 利用 
で きる シス テム を 導入 し ます 。 


交通 事業 者 長崎 市 


(都市 計画 課 ) 


N ヽ 雷 2 二 次 交 通 と し て 利便 性 の 高い 新規 バス 路線 | 長崎 市 
の 等 の 運行 を 交通 事業 者 に 働き か け 、 利 便 性 | (名 計画 


向上 に 向け 、 随 時 見 直し を 促し ます 。 


回 旭 王 輝 引 ジス 
テム の 導入 の 働き 
か け 


バス 停 や 電 停 に 遅延 情報 や 位置 情報 等 の 動 
的 情報 を 表示 する ロケ ーション シス テム の 
導入 を 交通 事業 者 に 働き か け ま す 。 


長崎 市 
(都市 計画 課 ) 


市 内 周遊 を 促進 する た め 、 交 通 事 業者 や 観 
光 施 設 等 と 連携 し て 、 利 便 性 の 高い 周遊 パ 
ス を 導入 し ます 。 


交通 事業 者 


周遊 パス の 導入 観光 施設 他 


全国 相互 利用 交通 
系 IC カ ー ド 利用 シ 


運 
ステ ム の 導入 還 幸 
= 


新規 バス 路線 運行 

GA0/ 【 駅 東口 】 事業 者 と 協議 【 駅 東口 】 実施 

ロケ ーション シス 

テム の 導入 の 働き 事業 者 と 協議 事業 者 と 協議 を 図り な が ら 随 時 実施 
か け 

周遊 パス の 導入 企画 ・ 検 計 導入 


(2) 路面 電車 長崎 駅 前 停留 所 の バリ アフ リー 化 


長崎 県 と 連携 し て 路面 電車 長崎 駅 前 停留 所 に エレ ベー ター を 設置 する な どの バリ アフ リー 化 を 推 
進 し 、 高 齢 者 や 身体 障がい 者 、 荷 物 の 多い 訪問 客 等 の 利便 性 向上 に 取り 組み ます 。 


= 、 | 路面 電車 長崎 駅 前 停留 所 に エレ ベー ター を 長崎 県 長崎 電気 軌道 
2 設置 し 、 バ リア フリ ー 化 を 推進 し ます 。 株 式 会 社 
ター の 設置 長崎 市 
還 (長崎 駅 周辺 整備 室 ) 


路面 電車 長崎 駅 前 


0 の II 


ター の 設置 


新幹線 開業 に よる 効果 を 継続 的 に 高め て いく に は 、 訪問 客 の 滞在 時 間 を 延ばし 、 消 費 拡 大 
を 促す 取組 み が 重 要 で す 。 そ の た め に は 、 お も て な し の 向上 を 図る と と も に 、 訪 問 客 が 滞在 
を 楽し む 環 境 づ くり や 多様 な 資源 を 活か し た 魅力 づく り が 欠か せま せん 。 

この よう な 取組 み に は 、 民 間 事 業者 の 積極 的 な 関わ り が 必要 で ある こと か ら 、 官 民 一 体 と 
な っ て 、「 な が さき の 食 」 を 楽し む 機 会 の 充実 や 、 決 済 環境 の 改善 や ユニ バー サル デザ イン 
の 導入 強化 な ど 誰 も が 快適 に 滞在 で きる 環境 づく り 、 宿 泊 増 に つなが る 夜 型 ・ 朝 型 コ ン テ ン 
ツ の 充実 な ど 長 崎 の 有形 ・ 無 形 の 資源 を 活か し た 魅力 づく り を 行う こと で 、 訪 問 客 の 滞在 満 
足 度 を 高め て いき ます 。 


① 訪問 客 を 明る く 迎 え 入れ る 環境 づく り 
(1) 魅力 的 な 駅 前 空間 の 整備 
長崎 駅 舎 及 び 駅 前 広場 、 出 島 メ ッ セ 長崎 、JR 九 州 新 駅 ビル 、 駅 前 商店 街 等 が 一 体 と な つた お も て な 
し 空間 の 充実 を 図る と と も に 、 賑わい を 生み 、 市 内 へ の 周遊 を 促す よう な 民間 事業 者 等 の 取組 み を 


支援 し ます 。 
具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
長崎 駅 舎 及び 駅 前 | 長崎 の 陸 の 玄関 品 に ふさ わし い 長 崎 駅 舎 及 | 長崎 県 
広場 の 整備 び 駅 前 広場 を 整備 し ます 。 長崎 市 
(長崎 駅 周辺 革 備 室 ) 
鉄道 ・ 運 輸 機 構 
JR 九州 
出島 メッ セ 長 崎 の 「 出 島 メ ッ セ 長崎 」 の 整備 に お いて 、 新 長 | 長崎 市 株 式 会 社 な 
整備 に お ける 新 長 | 崎 駅 と 直結 する ペデ スト リア ン デ ッ キ を 設 | (区 流質 上 施設 基 備 室 ) | が さき MICE 
崎 駅 等 と の 連携 | に 吊 還 Eic 記 JR 九州 
駅 舎 や 駅 前 空間 と サイ ン の 整合 を 図り 、 一 
体 的 に 訪問 客 を 迎え る 環境 を 整え ます 。 
商店 街 や 民間 事業 | 商店 街 や 商業 者 が 実施 する 、 商 店 街 の 活性 | 長崎 市 商店 街 
者 の 取組 み 支 援 化 や 周遊 を 促す 取組 み を 支援 し ます 。 (商工 振興 課 ) 民間 事業 者 
商工 会 議 所 
ネ ケ ジョ ーー テル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
府 駅 舎 及び 駅 前 暫定 供用 
2 (ー 導 工事 供 用 
出島 メッ セ 長 崎 の 
崎 駅 等 と の 連携 
商店 街 や 民間 事業 。 季 
実 施 
者 の 取組 み 支 援 
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(2) 心 を 込め た お も て な し 
観光 列車 到着 時 に 、 季節 感 や 長崎 らし さ を 感 じ ら れ る 歓迎 イベ ント を 開催 する と と も に 、 MICE 開 催 
に 合わ せ た 歓 迎 看 板 や バナ ー 等 を 掲示 する な ど お も て な し の 充実 を 図り 、 訪 問 客 の 満足 度 向上 に 


つなげ ます 。 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
歓迎 イベ ント の 開 | 新幹線 開業 時 や 観光 列車 就航 時 な ど お 出 迎 | 長崎 市 JR 九州 
催 え イ ベン ト を 実施 し ます 。 (観光 推進 課 ) 
国際 会 議 ・ 学 会 や ー 定 規模 以上 の コン ベン | DMO 株 式 会 社 な が 
歓迎 看板 ・ バ ナー 等 ショ ン の 開催 時 に 、 長 崎 駅 や まち な か な ど さき MICE 
の 設置 に 看板 や バナ ー を 設置 し 、 ま ち を 拳 げ て 長崎 市 
MICE 参 加 者 を 歓迎 し ます 。 (交流 戦略 推進 室 ) 
6 、_ | MICE の 開催 を 支援 する ボラ ンティア の 仕組 |」DMO 株 式 会 社 な が 
MICE サ ポー ト ボ ラ 6 
ンティア 制度 の 食 み を つく り 、 国 内 外 か ら の 参加 者 の お も て さき MICE 
6 な し に 対応 で きる 人 材 を 育成 し ます 。 長崎 市 
設 ・ 人 材 育 成 NR 
(交流 戦略 失 進 室 ) 
%※ 学 ョ 王 下 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
No 1 
催 
歓迎 看板 ・ バ ナー 等 実 施 
の 設置 
MICE サ ポー ト ボ ラ 
ンティア 制度 の 創 実 施 
設 ・ 人 材 育 成 


(② 「 な が さき の 食 」 を 楽し む 機 会 の 充実 
(1) 食 を 楽し む 環境 づく り 
長崎 駅 広場 等 に お いて 、 食 を 楽し む イ ベン ト を 開催 する と と も に 、 ホ ー ム ペー ジ 等 で の 情報 発信 の 


充実 を 図り 、 訪 問 客 に 「 な が さき の 食 」 を 気軽 に 味わっ て も ら う た め の 環 境 づ くり に 取り 組み ます 。 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
食 を 楽し む イ ベン | 民間 事業 者 と 連携 し 、 長 崎 駅 広場 等 に お い |DMO 民間 事業 者 
ト の 開催 て 、 四 季 折 々 の 「 な が さき の 食 」 を 楽し む 
イベ ント を 開催 する 。 
食 を 気軽 に 楽し む | 長崎 の 食材 を 楽し め る 店 舗 の 案内 と 、 顕 在 | 長崎 市 民間 事業 者 
環境 づく り 化 を 実施 し ます 。 (観光 推進 課 ) 
(水産 農林 政策 課 ) 
出島 ば らい 2 消費 拡 
大 実行 委員 会 
長崎 「 食 」 の 博覧 | 例年 、 駅 前 広場 で 開催 し て いる 、 長 崎 長崎 「 食 」 の | 民間 事業 者 
会 開催 「 食 」 の 博覧 会 で 、 長 崎 の 「 食 」 の 魅力 を | 博覧 会 実行 委 
訪問 客 に PR し ます 。 上 会 
飲食 店 等 で の MICE | 商店 街 や 飲食 店 等 と 連携 し 、MICE 参 加 者 向 」DMO 民間 事業 者 
参加 者 に 対す る サ | け に 特別 な サー ビス や 割引 を 提供 する こと 長崎 市 
ービス 提供 で 、 な が さき の 食 と 滞在 を 楽し む 仕組 み づ (交流 戦略 推進 室 ) 
くり を 行い ます 。 
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スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
郷土 料理 の 提供 
食 を 気軽 に 楽し む PT 

環境 づく り 3 

長崎 「 食 」 の 博覧 会 実地 

開催 


飲食 店 等 で の MICE 


参加 者 に 対す る サ 


ービス 提供 


風 
に 


① 安心 ・ 快 適 に 滞在 で きる 環境 づく り 
(1) 快適 に 滞在 で きる 環境 づく り 
民間 事業 者 や 関係 機関 と 連携 し て 、 無 線 LAN 環 境 の 整備 、 多 言語 表記 の 充実 、 キ ャ ッシュ レス 決済 
対応 、 バ リア フリ ー 対 応 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イン の 導入 強化 を 図り 、 誰 も が 安心 し て 快適 に 滞在 で 


きる 環境 を 整え ます 。 
具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
スト レス フリ ー の | 無線 LAN 環 境 の 整備 、 多 言語 表記 の 充実 、 民間 事業 者 | 商工 会 議 所 
環境 整備 キャ ッシュ レス 決済 対応 、 バ リア フリ ー 対 | DMO 
応 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イン の 導入 等 スト レ | 長崎 市 
ス フ リ ー の 環境 整備 を 推進 し ます 。 (観光 推進 課 ) 
(商工 振興 課 ) 
商店 街 や 民間 事業 | 商店 街 等 が 実施 する 共同 施設 整備 の 取組 み | 長崎 市 商店 街 等 
者 の 取組 み 支 援 や 、 民 間 事 業者 が 実施 する 多 言 語 化 や 決済 | (商工 振興 課 ) 商工 会 議 所 
端末 の 導入 等 の 取組 み を 支援 し ます 。 


スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
スト レス フリ ー の 2 
環境 整備 
商店 街 や 民間 事業 5 
実 施 
者 の 取組 み 支 援 
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② 外国 人 観光 客 向 け サ ービス の 充実 
(1) 外国 人 受入 対応 の 強化 


外国 人 観光 客 が 一 人 で も まち 歩き や 滞在 を 楽し め る よう 、 多 言語 や ピク ト グ ラ ム を 活用 し た 観光 
案内 版 を 整備 する と と も に 、 民 間 事 業者 が 行う 外国 人 受入 対応 強化 の た め の 取 組み を 支援 し ます 。 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
観光 案内 看板 の 多 | 長崎 県 と 連携 し て 、 観 光 案 内 板 の 多 言語 長崎 市 長崎 県 
言語 化 ・ ピ クト グ | 化 ・ ピ クト グラ ム を 使用 し 、 外 国人 観光 客 | (観光 推進 課 ) 
人 に も わか りや すい 看板 に な る よう 整備 し ま 
9 
民間 事業 者 の 取組 | 民間 事業 者 が 実施 する 外国 人 対応 の 取組 み | 長崎 市 民間 事業 者 
み 支 援 を 支援 し ます 。 (商工 振興 課 ) 
また 、 飲 食 店 に 対し て は 、 多 言語 メニ ュー | 商工 会 議 所 
作成 支援 ウェ ブサ イト 「EAT 長 崎 」 の 活用 長崎 国際 コン 
促進 を 図り ます 。 ベン ショ ン 協 
レコ 
ズ ケ ジョ ニョ ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
市 内 観光 案内 看板 
の 多 言語 化 ・ ピ ク 準 備 整 備 
隊 2020616 
民間 事業 者 の 取組 mW 
み 支 援 = 


(① 歴史 文化 資源 の 磨き 上 げ 


(1) 2 つの 世界 遺産 
「 明 治 日 本 の 産業 革命 遺産 」、「 長 崎 と 天草 地方 の 潜伏 キリ シタ ン 関 連 遺 産 」 の 整備 と PR に 努め ま 
す 。 
具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
構成 資産 の 整備 「 明 治 日 本 の 産業 革命 遺産 」 及 び 「 長 崎 と | 長崎 市 国 
天草 地方 の 潜伏 キリ シタ ン 関 連 遺 産 」 の 構 | (世界 遺産 室 ) 長崎 県 
成 資産 を 適切 に 保存 管理 する た め 、 整 備 活 所 有 者 
用 計画 に 基づい て 整備 を 行い ます 。 
周知 用 パン ラフ レッ 「 明 治 日 本 の 産業 革命 遺産 」 及 び 「 長 崎 と | DMO 長崎 県 
ト 等 配布 天草 地方 の 潜伏 キリ シタ ン 関 連 遺 産 」 の 周 「 明 治 日 本 の 
知 啓発 の た め 、 パ ン フ レッ ト 等 の 配布 物 を 産業 革命 遺 
作成 し 、 各 所 で 配布 し ます 。 産 」 世界 遺 産 
協議 会 
2 つの 世界 遺産 の PR | 2 つの 世界 遺産 を 有する 魅力 ある まち で あ DMO 
る こと を 発信 し ます 。 


スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
構成 資 産 の 鞭 備 
SS 
2 つの 世界 遺産 の PR 実 施 

(2) 出島 
長崎 の 歴史 の 象徴 で ある 出島 の 復元 を 推進 し ます 。 

具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
出島 第 IV 期 復元 建 平成 12 年 以降 、。 こ れ ま で 復元 し た カ ピ タ ン | 長崎 市 
造物 の 建造 部 屋 、 ヘ トル 部 屋 ほ か 計 16 棟 に 引き 続き 、 (出島 復元 整備 室 ) 

出島 町 人 部 屋 の 復元 を 新た に 行い ます 。 


126225 5 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業) 開業 後 


造物 の 建造 事前 準備 基本 設計 実施 設計 ・ 工 事 


② ハー ド の 整備 ・ 磨 き 上 げ 
(1) 夜景 観光 の 推進 
夜 の まち 歩き を 楽し むための 「 中 ・ 近 景 の 夜間 景観 づく り 」 や 視点 場 か ら 見 る 夜景 の 魅力 を 高め る 
た め の 「 遠 景 の 夜景 みな が き 」 の 夜間 景観 整備 を 推進 し ます 。 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 


夜間 景観 整備 「 中 ・ 近 景 の 夜間 景観 づく ぐり 」 は 、 歴 史 的 | 長崎 市 
建造 物 や 観光 施設 等 の ライ ト ア ッ プ と それ | (上 景 観 推進 室 ) 
ら を つなぐ 回 遊 路 の 街路 灯 等 の 整備 を 行 
い 、「 遠 景 の 夜景 な がき 」 は 、 夜 景 の 中 に 
長崎 らし い 星 座 や 形 を 光 で 表現 し た 演出 上 照 
明 の 整備 を 行い ます 。 


スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
夜間 景観 整備 実施 設計 ・ 工 事 
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(2②) 居留 地 
南山 手 、 東 山手 地区 の 洋館 の 整備 ・ 活 用 を 推進 し ます 。 
具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
伝統 的 建造 物 ( 旧 札 | 伝統 的 建造 物 で ある 旧 札 葉 本 館 及 び 旧 札 葉 | 長崎 市 
葉 本 館 ほ か ) 保存 整 | 氏 宅 の 耐震 対策 を 含め た 保存 整備 を 行い ま | (文化 財 課 ) 
備 す 。 
伝統 的 建造 物 ( マ リ 伝統 的 建造 物 で ある マリ ア 園 の 耐震 対策 を | 民間 事業 者 | 長崎 市 
ア 園 ) 保 存 整 備 含め た 保存 整備 を 行い ます 。 (文化 財 課 
国 重文 昌 グ ラバ ー | 国 指定 重要 文化 財 旧 グラ バー 住宅 に つい | 長崎 市 
住宅 保存 整備 て 、 施 設 利用 者 の 安全 を 確保 する た め 、 耐 | (文化 時 課 ) 
岩 補 強 を 含め た 保存 修理 工事 を 行い ます 。 
国 重文 上 昌 オ ルト 住 | 国 指定 重要 文化 財 旧 オル ト 住 宅 に つい て 、 | 長崎 市 
宅 保存 整備 施設 利用 者 の 安全 を 確保 する た め 、 耐 震 診 | (文化 財 課 
断 を 行い 、 そ の 後 、 補 強 設計 と 保存 修理 を 
含め た 耐震 補強 工事 を 行い ます 。 
国 重文 曲 リ ン ガ ー | 国 指定 重要 文化 財 旧 リン ガー 住宅 に つい | 長崎 市 
住宅 保存 整備 て 、 施 設 利用 者 の 安全 を 確保 する た め 、 耐 | (文化 財 課 ) 
震 診 断 を 行い 、 そ の 後 、 補 強 設計 と 保存 修 
理 を 含め た 耐震 補強 工事 を 行い ます 。 
※ グ 光 m 叶 贅 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業) 開業 後 
伝統 的 建造 物 ( 旧 札 
葉 本 館 ほ か ) 保存 整 
備 
伝統 的 建造 物 (マリ 
ア 園 ) 保存 整備 準 備 
重文 昌 グ ラバ ー 上 
住宅 保存 整備 全備 工事 
国 重文 昌 オ ルト 住 
保存 整備 
国 重 文 旧 リ ン ガ ー 
住宅 保存 整備 
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(3) 中 島川 周辺 
町 家 の 保存 、 ま ちな み の 修 景 整備 を 推進 し 、 中 島川 ・ 寺 町 に お ける 歳 時 を 顕在 化し ます 。 
具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 


中 島川 ・ 寺 町 地区 | 町家 等 が 多く 、 長 崎 の 和風 の 文化 を 色濃く | 長崎 市 

まち な み 整 備 助成 | 残す 中 島川 ・ 寺 町 地区 に お いて 、 町 家 等 を | (まち な か 事業 推進 室 ) 
制度 活か し た まち な み づ く り を 進め る た め 、 既 
存 の 町 家 の 維 持 、 保 全 及 び 復 元 の た め の エ 
事 や 、 町 家 以 外 の 建物 等 で 町 家 風 外観 形成 
に 係る 工事 の 経費 の 一 部 に つい て 助成 を 行 
い 記 。 

歳 時 の 顕在 化 夏 に 中 島川 沿い で 行わ れる 「 長 崎 夜 市 」 や | 長崎 市 

秋 に 月 見 を 行う 「 十 三 夜 」 な どの 歳 時 を 継 | (まち な か 事業 推進 室 ) 
続 し て 顕在 化し て いく こと で 、 地 域 の 賑 わ | 自治 会 

い を 創出 し ます 。 


スケ ンジ ョ ョ ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業) 開業 後 
中 島川 ・ 寺 町 地区 
まち な み 整 備 助成 実 施 
制度 
歳 時 の 顕在 化 実 施 


(4) 長崎 駅 多目的 広場 の 整備 ・ 活 用 
長崎 駅 多目的 広場 を 伝統 芸能 や 文化 活動 を 披露 する 場所 と し て 整備 し 、 活 用 し ます 。 

具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
多目的 広場 の 整備 | 多目的 広場 を お くん ちの 練習 、 観 覧 場所 と | 長崎 市 
し て 整備 し 、 伝 統 芸能 や 文化 を 発信 する 場 | (長崎 駅 周辺 整備 室 ) 
と し て 活用 を 図り ます 。 


スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
暫定 仁 
日 的 広 場 の 整備 部 


(1) 周遊 を 促す 仕掛 け づ くり 
訪問 客 が 、 駅 周辺 の みな ら ず 市 内 各所 へ 足 を 運び 、 滞在 を 楽し ん で いた だ ける よう 、 体 験 型 コ ン テ 
ン ツ の 充実 を 図り ます 。 また 、 ま ち 全 体 で MICE を 受け 入れ 、MICE 開 催 前 後に 参加 者 や 同伴 者 の 周遊 ・ 
滞在 を 促す た め の 体験 等 を メニ ュー 化し ます 。 


③ ソフ ト の 磨き 上 げ 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
体験 型 コ ン テ ン ツ | 民間 事業 者 と 連携 し 、 地 域 資源 を 活か し た |DMO 民間 事業 者 
の 充実 体験 型 コ ン テ ン ツ を 企画 ・ 造 成 し ま す 。 
紀 二 寺 の バ ー| MICE 主 催 者 や 参加 者 向け に 、 レ セ プ シ ョ ン | DMO 長崎 市 
ー、 周 遊 ・ 滞 在 プ | 会 場 と し て 活用 で きる 歴史 的 建造 物 や 、 国 (交流 戦略 推進 室 ) 
ログ ラム の ガイ ド | 内 外 か ら の 訪問 客 が 周遊 や 滞在 を 楽し め る 
整備 体験 プロ グラ ム に 関す る ガイ ドブ ッ ク を 整 

備 す る と と も に 実証 ・ 実 施し て いき ます 。 

まち ぶら プロ ジェ 市 民 や 観光 客 に 対し 、 各 エリ ア の マッ プ や | まち な か 事業 | 市 民 や グル ー 
クト の 各 エ リア の SNS、QR コ ー ド 等 を 利用 し まち な か の 魅 力 推進 室 だ 
情報 発信 の 発信 を 行い ます 。 

スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
人 企画 ・ 人 造成 実地 
し 三 多 2 付 三品 
ー、 周 遊 ・ 滞 在 プ 本 
ョ ジラ ラン ガイ ド 整 備 ・ 実 実 施 
整備 
まち ぶら プロ ジェ 
クト の 各 エ リア の 準 備 実施 
情報 発信 


(2) 夜景 観光 及び ナイ ト タ イ ム エ コ ノミ ー の 推進 
民間 事業 者 と 連携 し 、 夜 型 ・ 朝 型 (早朝 ) の 観光 コン テン ツ を 充実 させ 、 長 崎 の 新た な 楽し み を 創 


出す る 取組 み を 支援 し ます 。 
具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
長崎 の 新た な 夜 の ナイ ト タ イ ム エ コ ノミ ー( 夜 間 の 経済 活動 ) | 民間 事業 者 DMO 
楽し み を 創出 する を 推進 する 組織 を 設置 し 、 民 間 団 体 等 が 行 | 長崎 市 商工 会 議 所 
取組 み へ の 支援 う 夜 な ら で は の 消費 活動 や 魅力 の 創出 に つ | (産業 雇用 政策 課 ) 
な が る 総 続 性 の ある 事業 ・ コ ン テ ン ツ の 開 
発 や 実施 に 向け た 取組 み を 支援 し ます 。 
新た な 観光 資源 の 夜景 観光 や ナイ ト タ イ ム エ コ ノミ ー を 促進 | DMO 
魅力 発信 する た め 夜 の 新た な 観光 資源 の 発信 に 努め 
EE 
夜景 観光 の 推進 令 和 3 年 度 に 「 世 界 夜景 サミ ッ ト 」 を 長崎 | 夜景 観光 コン | 長崎 市 
市 に 誘致 し 、「 長 崎 の 夜景 」 を 世界 中 に 発 | ベン ショ ン ・ | (観光 政策 課 
信 し ます 。 ビュ ー ロ ー 
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スク シン ョ ニョ ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業) 開業 後 
長崎 の 新た な 夜 の 


楽し み を 創出 する 
取組 み へ の 支援 
魅力 発信 計 8 


(世界 夜景 サミ ッ ト 誘 致 ) 訪 至 開 供 


(3) 出島 メッ セ 長 崎 へ の イベ ント 等 の 誘致 
施設 運営 者 等 と 連携 し 、 展 示 会 、 イ ベン ト 等 を 誘致 し ます 。 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
展示 会 、 イ ベン ト 食 や ファ ミリ ー 向 け の イベ ント な ど 、 こ れ | 株 式 会 社 な が | DMO 
等 の 誘致 まで 長崎 で 開催 で き な か っ た 集客 力 の ある | さき MICE 長崎 市 
展示 会 、 イ ベン ト 等 を 誘致 し ます 。 (交流 戦略 失 進 室 ) 
スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
等 の 誘致 


(4) 市 民 ・ 民 間 と 連携 し た まち な か の 魅力 づく り 
市 民 や 民間 団体 な ど 多 様 な 組織 と 連携 を 図り な が ら 、 ま ちな か の 魅力 を つく り ま す 。 
「 ま ちな か 賑わい づく り 活 動 支援 事業 」 に より 、 ま ちな か の 賑わい を 創出 する 活動 を 支援 し ます 。 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
まち な か 賑わい づ | 歴史 や 文化 に 加え 、 商 業 、 観 光 及 び 食 な | 長崎 市 吊 虹 4⑯ グル 
くり 活動 支援 事業 | ど 、 広 い 分 野 で 地域 の 魅力 を 高め る 取組 | まぁ な か 事業 人 宮 | 一 プ 、 企業 な 
みや 、 そ の 魅力 を 発信 する 取組 みな ど 、 


まち な か の 賑わい を 創出 する 提案 事業 を 
募集 し 、 主 体 的 ・ 継 続 的 な 取り 組み に つ 
な げ て も ら え る よう 、 活 動 の 初動 時 期 を 
5 Ed 


2 こん 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業) 開業 後 
まち な か 賑わい づ 
くり 活動 支援 事業 


実 施 


新幹線 開業 に より 、 県 内 で の 滞在 可能 時 間 は 1 時 間 程 度 長く な る と 見 込ま れ て お り 、 消 費 
の 拡大 が 期待 され る だ け で な く 、 交流 人 口 が 増加 する こと で 、 新た な ビジ ネス チャ ンス が 生 
じ る 可能 性 も 高まり ます 。 

先 に 開業 し た 地域 で は 、 開 業 を 機 に 新た な お 土産 の 開発 や 企業 間 交 流 を 活発 に し た 結果 、 
売り 上 げ が 大 幅 に 伸び た 企業 の 事例 が あり まし た 。 

この よう に 、 民 間 事 業者 が 新幹線 開業 を ビジ ネス チャ ンス と し て 捉え 、 商品 開発 や 新た な 
サー ビス の 提供 な ど 事 業 や 販路 の 拡大 に 向け て 意欲 的 に 活動 する こと が 重要 で す 。 

こう し た 民間 事業 者 の 前 向き な 取組 み を 後押し する こと で 、 モ ノ ・ サ ービス の 販売 促進 や 
販路 拡大 に つなげ 、 経 済 活性 化 を 図っ て いき ます 。 


(1) 関係 機関 と 連携 し た 新 商品 の 開発 や PR 
新幹線 開業 を 見 据え て 、 水 産 農 林 ・ 商 工 連 携 に よる 新 商品 の 開発 を 促進 し ます 。 また 、 県 と 連携 し 、 
新幹線 開業 に あわ せ て 、 ま ちな か や 駅 前 等 で 特産 品 や 県 産 食 材 の PR イベ ント を 集中 的 に 実施 し ま 


す 。 
具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
新 商品 の 開発 長崎 の 「 食 」 の 魅力 の 発信 と 、 地 元 産 農 水 民間 事業 者 長崎 市 
産物 の 消費 拡大 を 図る た め 、 新 商品 を 開発 (水産 農林 政策 課 ) 
し に き 6。 
PR イベ ント の 実施 県 と 連携 し 、 ま ちな か 、 駅 前 等 で 特産 品 や 長崎 県 民間 事業 者 
地元 食材 を PR する イベ ント を 実施 し ます 。 長崎 市 
(水産 農林 政策 課 ) 
スケ ツジ 千 ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業 ) 開業 後 
新 商品 の 開発 開 先 販売 
特産 品 や 地元 食材 
の PR イベ ント の 実 協議 ・ 準 備 実 施 
施 


(1) ビジ ネス 交流 機会 の 拡大 ・ 創 出 


経済 界 や 出島 メッ セ 長 崎 の 施設 運営 者 等 と 連携 し 、 展示 会 や 商 


ミ 火 会 
談 会 


等 を 積極 的 に 誘致 し 、 国内 外 の 


企業 と 市 内 企業 と の 交流 の 機会 を 創出 し 、 ビ ジネス チャ ンス を 拡大 し ます 。 ま た 、MICE 開 催 に 伴い 、 
MICE 参 加 企業 ・ 団 体 等 と 市 内 民間 事業 者 と の BtoB の 商談 や 、 MICE 参 加 者 に 対す る BtoC の 交流 ・ 販 売 
促進 の 機会 を 創出 し ます 。 


具体 的 取組 内 容 実施 主体 連携 団体 
展示 会 ・ 商 談 会 観光 、 漁 業 、 造 船 な ど 長崎 の 産業 振興 に 資 DMO 長崎 市 
の 誘致 ・ 創 出 する 展示 会 ・ 商 談 会 等 を 誘致 ・ 創 出し ま 株 式 会 社 な が (交流 戦略 失 進 室 ) 
す 。 さき MICE 経済 界 
商談 会 等 ビジ ネス MICE 開催 に 伴い 、 関 係 企 業 間 に お ける ネッ  DMO 長崎 市 
機会 の 創出 トワ ー ク を 構築 する 機会 を 設け 、 新 た な 市 (交流 戦略 推進 室 ) 
場 の 開拓 や 取引 拡大 に つなげ ます 。 民間 事業 者 
スケ ジュ ー ル 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 ( 開 業 ) 開業 後 
展示 会 、 商 談 会 等 計 識 
の 誘致 
商談 会 等 ビジ ネス 8 
機会 の 創出 セー ルス ・ プ ロモ ーション の 実施 


(1) 新た な ビジ ネス の 誘致 


長崎 市 の 強み (IT 関連 の 人 材 の 創出 、 自 然 災 害 の 少な さ ) を 市 外 企業 に PR し 、 企 業 誘致 を 推進 し ます 。 
容 


具体 的 取組 内 実施 主体 連携 団体 
関係 機関 と 連携 し 、 企 業 訪問 活動 等 の 企業 長崎 市 長崎 県 
企業 立地 推進 事業 誘致 活動 を 行う ほか 、 企 業 立地 奨励 制度 に (産業 雇 用 政策 課 ) 長崎 県 産業 振 
よる 助成 を 行い ます 。 興 財団 
2 語 2020 年 度 2021 年 度 2022 年 度 (開業) 開業 後 
企業 立地 推進 事業 実 施 
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